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|  建築設備の設計・施工専門誌 l  
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建築物の設備には、鋼管、樹指管、ステンレス鋼管、

銅管ほか様々な種類の配管材料が使用 されています。

管継手 は、接続 、方向転換 、分岐、集合 、回転な

ど配管と配管 、また配管と各種機器との接続に用

いられています。その種類はねじ 、フランジ、溶接、

メカ ニカル とあり、その形状もソケ ッ ト、エルポ 、

T 字 、ク ロス、 レジュ ーサ、ベンドと多岐にわた

ります。

本増刊号は 、建築設備周管継手を素材 ・種類別に

分けて紹介 ・解説し、また用途別の事例の紹介と

合 わせ、管継手についての正 しい情報、施工上の

ポイントについて 、詳しく紹介しま す。

B5判・本文部頁・定価2，000円

年間購読料24，000円 (増干1] 2冊含、税 ・送料込)

φ特集① : 厨房 一 設計と設備

食をっくり出す厨房は、業種によ ってその設計友び設備が

異なります。

また 、一つの事故カず致命的になりかねない厨房にとって 、

効率化のみならず安全性も求められ、建築基準法、消防法、

食品衛生法等の法規もあります。本特集ではその設計や最

新の動向、業種別厨房の事例、電化厨房 ・ガス厨房の特徴、

最新厨房設備機器 ・防災対策機器の紹介をして頂き 、効率

的で人と環境にやさしい厨房設備設計の参考となる事を 目

的としております。

. 特集⑧ : 普及進む直結給水

衛生面・ スペース面 ・エネルギ一面・ 維持管理面にでメリッ卜のあ

る直結給水方式の普友が更に進んでいます。今までは対象外と

されていた小学校等でも直結給水への変更がされようとしていま

す。本特集では、直結給水システムの経緯と現状カ、ら東京都の

取組紹介、関連機器の最新情報を紹介します。

E盟垂歪僅ヨ温室重孟量霊童亙宜主謹ヨ直Eヨ

イ主凱1': 電化

A4変形判 ・96頁 ・定価1，400円

年間購読料16，000円 (税 ・送料込)

- 特集: あらためて住宅性能

地球環境問題への対応が迫られている中、住宅に於いても更なる性能の向上が求めら

れています。本特集は省エネ法、品質確保促進法などの充実を受け、住宅性能評価、自

立循環型住宅、環境共生住宅認定などの住宅性能向上に対する様々な取り組み、そし

てそれに寄与するオル電化の役割を紹介いたします。

〒11 3- 8610 東 京 都 文 京 区 本 駒 込6ふ 2 6 F A X  0 3-3 9 4 4-6826  

http://www.ni kko- pb.co.jp/  E- mai l :  sal e@ni kko- pb.co.jp/  
日本工業出版( 株) 販売課
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日本建築協会
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耳目

.7月10日 国土交通大臣表彰

(建設事業関係功労〉

中井 進 副 会 長

上 原 正 行 常 任 理 事 (出版委員長)

設 楽 貞 樹 常 任 理 事 ( 編 集 委 員 長)

. 5 月 3 日 大阪府知事表彰

〈建設関係産業功労〉

和 田 克 朗 理 事

長年にわたるご自身の事業活動及び当

協会へのご功績に対し、国土交通省及

び大阪府へ下記の方の表彰の推薦をし

ましたところ 、受章をされました。

今後ますますのこ'活躍とご健勝をお祈

り申し上げます。

平成19年度

表彰受賞者

茶室は、本堂の西北に接続して西向き

に建てられていて、前面の軒を短くし

て、切妻のさしかけ屋根を付設した珍

しい外観を組み立てています。内部は

三畳敷きですが、客座二畳と点前座の

聞に中柱を立て、仕切り壁を付けて「道

安囲いJ の4替えをしています。天井は

一面に化粧屋根裏の構成で、高くな っ

た床の小壁に板客員を掲げて調和を図 っ

ています。

今年は宗旦の没後350年を迎えること

でもあり、以前 (10年余り前) に見学

していますが、再度見学会を企画させ

ていただきました。

TEL :  06- 6946- 6981  

F AX:  06- 6946- 6984 

E - mail :  j i gyoka@aaj . or. j p 

(他日本建築協会編集事業課

事業委員会情報見学小委員会

森田芳次/ 安井建築設計事務所
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今回は、 利休の孫、千宗且 (1578年 ~

1658年 ) の高弟のひとり藤村庸軒作

の西翁院内の茶室を見学いたします。

宗旦四天王の 人、藤村庸軒が、京都

の 黒 谷 に 貞 享 年 間 頃 (1685- 6 年 )

に設けた茶室であり、はるか淀、山崎

方面を遠望できる景勝の地であること

から 、 fi 走看席j ともいわれています。
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(森田芳次)

西翁院澱看席

平面図

枚数を、 FA X : 06- 6946- 6984 また

は E - mai l :  j i gyoka@aaj . or. j p でお

知らせ下さい。

代金はお振込みいただくか、 日本建

築協会事務局までご持参下 さし、。

4 振込口座

・三井住友銀行大阪中央支庖

(普通NO. 860034)

・三菱東京UFJ 銀行瓦町支庖

(普通NO. 210054)

・ ｾ ) そな銀行北浜支庖

(普通NO.272234)

- 郵便振替口座 (00910- 9- 39975)  

叫問合せ先 制 日本建築協会

T E L  06- 6946- 6981  

※ 小学生未満は参加出来ません。

※ 当日は先着順に係の者が誘導する座

席で鑑賞していただきます。

※ 欠席される場合は、別の方が参加さ

れるようご配慮ください。

l  建第と社会 ・2∞7.8

E  鍵盤コーナー

・モーツアルト / fきらきら星変奏曲j

- ショパン / fillJ れのワルツ J f子 犬

のワルツJ

・バ y ハ/ f 卜y カータとフーガ」

Ｈ ｉｾ イプオルガン演奏 Ｉ

皿 オ ポエコ ーナー

・バ ッハーグノ / fアヴエマリア」

・プッチー ニ/ f トウーランド ッ トJ

より

・ポピュラ ー ミュージ ック

「星に願いを Jf 浜辺の歌J f愛燦燦」

など

4 チケ ッ ト特別頒布価裕 1，000円

4 チケット枚数 50枚

(締切 8 月31日(金) 。ただし、代金受

け取りの先着順とします)

4 申込方法・本会会員が代表者として

申込めます。代表者氏名、住所、電

話番号、 FA X番 号、 E メールアド

レス、所属団体およびチケ ッ ト希望

日本建築協会をはじめ在阪の建築友好

14団体による新年交礼会ガ昨年に50年

を迎えたことを記念して、建築14団体

の主催でテ レマン室内管弦楽団による

コンサー 卜を、下記のとおり開催しま

す。 ご参加くださし、。

日時 2007年 9 月28日(金)

19時間演- 2 0日寺30分

(開場18時)

いずみホール

大阪市中央区域見 1-4- 70

住友生命 OB Pプラザビル

T EL  06- 6944- 2828 

演奏 テレマン室内管弦楽団

(指 揮 延 原 武 春 氏)

[ プログラム] 曲目変更の場合あり

I  バロ ックコ ナ

・テレマン/ 手且幽[ ドン・キホーテj

より

・ヴィヴァ ルデ ィ/ f四季J より

. バ ッハ/ G線上のアリア

場所

西翁院澱看席内部

[ 日本テレマン協会]

時 2007年 9 月29日(土)

14 :  00- 16:  30 

姉 中村昌生

京都工芸繊維大学名誉教援

現地・西翁院正門前

京都市左京区黒谷町121

京阪電鉄「丸太町J ! R から徒

歩 約20分 / 市バス「岡崎神

社 前j 下車徒歩約 8 分

30名 (先着順)

会員4，000円、一般5，000門

学生は半額

込 FA Xまたは E - mail で、

① 催し名「茶室見学会J

②氏名

③会員 ・一般の別

④職場名または学校名

⑤参加証送付先 (郵便番号)

⑥連絡先電話番号

をお知らせ願います。

* 参加証は、実施10日前頃に

お送りします。

申 込 先 制日本建築協会編集事業課

干 540- 6591

大阪市中央区大手前1-7-31

O MMピル 7 F

14団体新年交礼会

50周年記念友好と交流の集い

延原武春氏によ って1963年に創設

された八口 y ク音楽の総合団体。

1985年には、管弦楽団・合唱団総

勢70名が東ドイツ (当時) の (バ ッ

ハ生誕300年記念国際音楽祭〉 で

公演した。

けんちく- 名曲

コンサート沙



出版委員会企画

第31目くブ口のノウハウ〉講座

住宅工クスアリアの

100ポイント

l大 阪 府 建 築 士 会 及 び 日本建 築 家 |

協 会 のC P D対 象 (2単 位)

平成19年度

建築工事実務講習会

* CP D対 象

本講習は 、制大 阪 府 建 築 士 会 ( 7  

単 位) 及 び(他 日本建 築 家 協 会 ( 6  

単 位) のC P D認 定 講 習 で す

日本建築協会

会 邑

耳 目

日 時 2007年 9 月14日 (金)

Ｑ Ｘ ・ ＰＰｾＲＰＺ 00 

会 場 O MMビル B1F ギャラリー

大 阪市中央区大手 前 1- 7- 31

講 師 藤山 宏 (街道 景 空 間 研 究 所

代表取締役)

定 員 40名

受 講 料 会 員2，000円、 一 般 2，500円、

学生 1，000円

テキスト 『住宅エクステリアの100ポイントj

テキスト代特価2，200円(税込)

申 込 先 着 順 で 受 講 票 を 送 り ま す。

CDi 崖し名 I第31回 プロのノ ウ

と き 2007年10月11日(木)

午 前 9 時 15分~午後 5 時 15分

ところ 大阪府建築健保会館

6 階ホ ール

大阪市中央区和泉町2ート "

T E L  06- 6942- 3621  

定 員 100名 (先着順)

受講料 15，000円 (含テキス卜代)

* 消費税を含む

* テ キス 卜は、当日 配 布

- 趣旨と 内容

・本講習会は、建設業はもとより 、官

公 庁 ・設計事務所 ・設備会社など幅

広い分野の技術者を対象としたもの

です。

- 現場実務の基礎である「施工計画j

と、 「仮 設 見 積 」 に 重点 をおき 、議

J 」 - d町通リ否 _，/ L ー__，j L__ _ _ . . ，/  k  義 します。

ｬｃ ヨ亡巴亡コｾ門 ・ 都市環境の変 化 に伴う法令・基準の
l仁二コ亡二コに二コ↓ 仁二コハ

1; =二二弓 F 者Z 弓 川 正なども加え、技術の進歩に即応

ム4二二コ亡二日亡ココl Q: 口ぜ

主問問園田; ロ した知識の習f尋 問 り 杭

]巳↑ 瞳 i E EL TZ 訳21135分

ハウ講座J ②氏 名③会員・ 一

般の種別①職場名または学校

名⑤ 受講票郵送先住所、干⑥

連 絡 先 電 話 番 号⑦ 大 阪 府 建

築士会、 または 日本建築家協

会 のC P Dを申誇される方は、

その旨を、お知 らせ下 さい。

申込先 干540- 6591 大 阪 市 中 央 区

大手前ト7-31 0 MMビル7F

(紛日本建築協会編集事業課

T E L :  06- 6946- 6981  

F AX :  06- 6946- 6984 

E - mail :  jigyoka @a aj. or.jp 

. 申込要領

下記受講申込書に、必要事項をご記入

の 上F AXでお送りし、ただくか、下 記

① ~③ の事項を E - mail に て お 知 ら せ

下 さい。受講料は、銀行振込・郵便振

替等で納入して下さい。 受講料入金確

認後、受講券をお送りいたします。

. 申込先

制 日本建築協会

干540-6591 大阪市中央区大手前ト7-31

ｏｍｍ ビＩ ｾ 7  F  

TEL :  06-6946目 6981 FAX:  06-6946-6984 

E - mail :  ji gyoka@aaj.or.jp  

URL : h廿p:/ /www. aaj.or.jp  

・安 付 時 間 毎 日 、 午 前 9時半~午後

5 時半。ただし、土 ・日・ 祝日を除く 。

・詳細は、事務局編集事業課へお間合

わせ下 さし、。

- 三 井 住 友 銀 行

大 阪 中 央 支 庖 (普 通 阪860034)

・三 菱 東 京UFJ 銀 行

瓦 町 支 庖 (普 通No210054)  

・ りそな銀行

北 浜 支 庖 (普 通No.272234)

・郵 便 振 替 口座 00910- 9- 39975 

藤 山 宏 (ふじゃまひろし)

1947年佐賀県鹿島市生まれ

鳥取大学農学部農学科卒業後、電鉄系造園

会社、住宅会社造園謀、外4荷造園工事会社

を経て 、1994年同造景空間研究所を設立

. 科 目 ・講 師

施 工 計 画

平 野 剛氏

鹿島建謝掛関西支庖建築部

生産計画グループ課長 ( 技術担当)

河野浩司氏

附竹中工務庖大阪本庖

建築技術部副部長技術担当

施工計画 は、 品質を確保し、安全で能

率よく経済的に本体工事を進める鍵を

にぎ っていま す。 この講習会では、仮

設から地下、躯体、仕上、設備にわた

り、適切な施工計画の要点をわかりや

すく解説しま す。

仮 設 見 積

阪 井 聡氏

側大林組本底建築生産技術部

仮設見積り・施工計画ー1グループ長

仮 設工事費は、非常に把握しにくい面

があ って、 ついつい単位面積当たり 、

あるいは請負金比率のみで処理されか'

ちです。施工計画 に2基づいた合理的で

迅速な見積方法 を解説します。

ーー ー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー一一一一一ーーー一回ーーーーキ 1) I  リ 線一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ーーー ーーーーーーー一一ーー一一一一一一一一一一一一一一一ーーーーーーーーーーーーーー一一一一一

平成19年度建築工事実務講習会受講 申 込書 。

社団法人 日本建築協会 御 中 年 )司 日

① 郵 便 番 号 ⑤ 受 講 者 氏 名 ⑦ 年 齢

② 所 在 地

③ 事(ま 業 所 名

たは氏名)

③ 担 当 責 任 者

⑤ 電 話 番 号

③ 受講料支払方法 - 事 務 局 へ 持 参 - 現 金 送 金 - 銀 行振 込 - 郵 便 振 替 ( いず れかにO印 を付 して下さい)

③ 会 員 区 分 - 当会会員 - 大 阪 府 建 築士会会員 • JI A会 員 (No - 無所属

※受講申込山が足りない場合は、 t担当して F さL 、.

2  



東横堀川ライトアップ

デザイン・アイデア

コンペ

~水と光の回廊づく

りへ~

日本建築協会

& 邑

耳目

太閤秀吉が開削した東績堀川。天下の

台所・大坂を支えた動脈が、水都再生

の新たなスポ ッ トとして再評価されよ

うとしています。

園応募資格、手続き

資格制限なし、事前登

録等不要

.骨

o  A  J 7 イデア部門

優秀賞 ( 3 作品) 賞金

各 5万 円、特別賞 (数

点) 副賞

o  B デザイン部門

優秀賞 ( 1 作品) 賞金

20万円、佳 作 ( 数点)

賞金各 5 万円

光による都市再生をめざす大阪「光の

まちづくり計画」では、大阪のまちの

活性化のー認を担うことを目的とし

て、東横沼川をさらに魅力ある空間に

変貌させていくため光による環境演

出、空間デザインなどのアイデアを募

集いたします。既成概念に捉われるこ

となく、創造性に富み夢あふれるアイ

デアか、広く多くの方々から寄せられる

ことを期待します。

圃審査員一50音順一

北川フラム

あなたの播〈アイデアで水の都大阪・東横据側を光のモ

ニュメントに変えてください。{現在の本町通り付近)

・内容
(アートディレクター・アートフロントギャラリ 会J 等で公開いたします。

土佐堀川| から道頓沼川の範囲にある東

横堀川の[ 水面 ・水辺H橋H護岸H阪

一代表) ・その他

木下博夫 ・応募作品 は原則返却しません。

神高速橋脚・高架J などを対象に、こ Ｈ 阪神高速道 ｾｍ 耕土長 Ｉ

の場所の特性を活かした、あるいは新 佐藤友美子

たな魅力を創造・発見する 、光のデザ (サントリー閥次世代研究所部長)

イン、 ライ トア y プのアイデアを次の 橋爪紳也

2 部門に分けて募集します。 (大阪市立大学大学院都市研究プラザ

oA アイデア部門 教授)

夢あふれるユニークなアイデア提案 堀井良殿

o  B デザイン部門 (担枇大阪21世紀協会理事長)

実現性も考慮したデザイン提案 面出

・提出物 (照明デザイナー : 骨対ライテインク・

oA アイデア部門 プランナース・アソシエーツ代表)

アイデア趣旨、 イメージなど A3サイ 〈地元代表〉

ス (紙殺類自由) 横{ 弘、 1枚にで提出 大橋達夫 (東横堀水辺再生協議会会長)

o  B デザイン部門 ・応募締切

デザイン趣旨、各種図面、 イメージパ 2007年 8 月31 日 (金) (当日消印有効)

ースなどを A1 サイズケント紙または 郵送、宅配便、持参いずれも可。

それに類する厚紙 (厚さ 5mm程度のス 持参は当日 17: 00までとします

チレンポ ド等によりパネル化したも ・審査発表

の) 横イ弘、 1枚にて提出 2007年 9 月末 (予定)

いずれも紙類は自由。写真などの貼付 * 審査結果については、主催者ホーム

けも自由 ページ、 日本建築協会会誌「建築と社

- 応募作品の著作権は応募者に属しま

すが、応募作品の広報利用、出版等に

関する権利については主催者に属する

ものとします。

- 入賞作品のコンセプト・アイデアの

一部または全部を今後実際のライトア

ップ活動に採用することがあります0

・主催

東横沼川ライ テインク実行委員会

社団法人 日本建築協会

・問い合わせ先

「東横沼川ライトア ップデザイン・ア

イデアコンペ事務局J

〒540-6591 大阪市中央区大手前

ト7-31 ｏｍｍ ビ ル Ｗｾ 省

日 本 建 築 協 会 内 担 当 片 山

TEL06-6946-6981 FAX06-6946-6984 

E- mai l  :  ken- sha@aaj .or. jp 

詳しくは(紛日本建築協会のホームページ

(http:// www. aaj . or .j p) をご覧下さい。

東横堀川ライトアッフ。デザイン・アイデアコンペ - 水と光の回廊づくりへ一 応募用紙

* 応募要項に同意して応募いたします。

フリガナ

氏 名

所 属

(会 社 学 校 名 等)

住 所

T E L  

E - ma il 

共同制作者

T  

歳 男 ・ 女

3  



私 の 空 間 作 法

日 本 建 築 協 会 回 全 員 作 品 特 集

作

ロ

口口

2006 

一
募集

「建築と社会」平成2 0年 1 月号の

「第 1 4回会員作品特集号“ 私の空間作法"J

「建築と社会J 1月号では会員作品発表の場として “第

14回会員作品特集号・私の空間作法" を企画しております。

対象は、建築、ラン ドスケープデザイン、インテ リアデザ

イン、まちづくり、アート 等、建築に関わるすべてとし、

表現方法は、写真、C G等の別を聞いません。

みなさまの個I性あふれる作品の応募をお待ちしております。

※  

. 提出資料

作品は、竣工作品、計画案を聞いません。下記要領に基づ

いてお送り下さい。

1  写 真 外 観 内 観 デ ィ テ ール - 模型写真等のプリ

ン卜

Ｈサイズはキャビネ判程度、 ＵｾＶ 枚 Ｉ

2 .  C G等パース、コンセプト図等

( パースの写真撮影等は致 しかねますので、

印刷原稿となる状態でお願いします)

3 概要作品名称、所在地、設計者、施工者名、建築

面積、延床面積、構造規模、工期など。

4  説明文作品についての考えを300字程度にまとめて

下さい。

4  

. 掲載に際 しての補足

1  掲載料は無料です。誌面は白黒ぺージとなります。

2. 写真の撮影者名は必ず付記願います。

写真に著作権等が生ずる場合は、応募者にて処理願い

ます。

3. 掲載頁数は、原則として 1社 ( 1人) 1頁とします。

また、 8月末までに竣工予定の作品を掲載希望の場合、

写真等の原稿期日は配慮致しますので、ご連絡下さい。

4  建物の特徴や特殊な事柄については簡単な補足説明を

お願いする場合があります。

5. 作品の掲載順及び誌面レイアウ トを含む特集全体の構

成は、委員会にて担当致します。また、応募作品多数

の場合等は、編集の都合により掲載できないこともあ

りますのでご了承下さい。

・原稿期 日及び送付先

1 期 日 2007年9月28日( 金) 必着

2  送付先社団法人日本建築協会編集委員会

「会員作品特集号j 係

〒540-6591 大阪市中央区大手前1丁目7番31号

大阪マーチャンダイス. マー トピル7階

TEL. 06-6946-6981  FAX.  06-6946-6984 
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言宣言十 ・ 監 理・

大 林 組

施 工 ・

大 林 組

医 療 法 人 慈 心 会 咲 洲 病 院

口療養型病院のカタチ

I! 栄洲病院は大阪市港湾地|玄の - 11Jに建つ病床数151床の療養型病院である。

医療法改正により変革期にある療養型病院はどうあるべきか?

クライアン卜と共有した問いに対して多機な答えを組み合わせることに

よって、あるべき建築のカタチを造りだした。

低層階には外来 ・診療gil門、OP室等を配信し、 一般病院である本院( 医

療法人慈心会あびこ病院) と述燃することで療養型から 一般型へスムー

ズに移行出来る 仕組 としている 。 また、管: e ! ! 諸富は将来病室への !ji互換が

可 能な様に病事 ｾ と 同 じ平 而 形で、設 備 も病室と ｼ 百 ｬ じ装 ｻ Ｑ ｭ とした 。

上層階の病棟階では機能性、フレキシブル性、そして療養環境としての

くつろぎをテーマにし、ダブルコリドー型の単純明快なプラン、そして

アースカラーを中心としたカラースキームを採f l ' 1した。

外観のデザインは病院の顔としての消涼感、安心感を持てるよう極力シ

ンプルな椛成としている 。外観を 桃成するボリュームは内部のプログラ

ムをそのまま 形態化 し、エントランス 似11にはファサードに深みをつける

よう病棟階に必要な消防用バルコニーを集約している 。

変革の ｾＱ 主に乗る療養型病院のプロ ト タイプを実 刻 した 。

(判1
1戸茄 也・凹巾克典1: 大林組)

所 在 地 一一一大 阪市 住 之 江 区 南 港中 2- 2- 8

敷 地 顔積 3，102. 09m 

建 築面 積 一一一 1，184.69m

延 床 面 積 5，888. 33m 

構 造 規 模 一一一 RC 造 81 、 5F

工 期 一一一2006年 3 月- 2007年 4 月

最 寄 駅 一一一南 港 ポ ー トタ ウ ン 線 ・ポ 卜空 ウ ン 東 駅

婦 影 (1剃申和 ・相川

⑥ 

病 煉 階 平 面 図 1:  600 

/ プイ /  

/  



- はじめに

東京大学生産技術研究所は、工学のすべ

ての分野にわたる 100あまりの研究室から

成り、坂本研究室は応用音響工学研究室 と

して、 建築 ・都市の中での音に関わる研究

課題に取り組んでいます。 1999年に以前

の六本木の敷地( 現国立新美術館) から駒

場のキャンパスに移転 し、 無 響 室 ( 二室)

と残響室が移設されま した。

生産技術研究所は附置研究所なので学部

教育は行っていません。研究室には、工学

系研究科の大学院生が所属し、日夜研究を

行っています。また、建築環境工学分野で

も音を専門とする研究室のある大学は多 く

はないので、 他大学の 4 年生や大学院生が

卒論 ・修論を書くために当研究室に所属し

て活動する姿も毎年のようにみられます。

様々な場所から音に心惹かれて集まった

人々の力で、迫力のある成果そ発信し続け

るととを目指して研究活動を行っています0

・研究活動

[騒音の予測と制御]

静穏で快適な都市の音環境を実現するた

めには、騒音を適切に制御する ζ とが重要

ですが、適切な騒音対策を考えるためには、

騒音の発生と伝搬の様子を正確に把握しな

ければなりません。当研究室では、影響が

半無響室での窓面からの音響放射特性測定風景。

_ . . . .  
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小規模ホールの 3 次元波動音響数値解析の例。音波の伝搬の様子を視覚化するととで、室

内の音の拡散の様子を知ることができる。

広範囲にわたる道路交通騒音に重点を置い

て、騒音の伝搬予測| 手法に関する研究に取

り組んでいます。構造物が縮湊 した都市部

では騒音の伝搬が複雑となるため、騒音の

予測が難しくなります。そのような場合に

適用可能な方法として音の波動性を精密に

シミュレー トする方法( 波動数値解析手法)

の適用可能性を検討しています。との方法

は、原理的に非常に大きな計算機資源を必

要とします。そとで、 主要な断面だけをモ

デル化して計算する方法の妥当性を確かめ

たり、効率的な計算方法を模索したり、と

いった研究を行 っています。都市のレベル

からやや範囲を狭めて、 室内の音環境を静

穏に保つ騒音対策手法の検討も重要です。

建築物の騒音対策では、室周壁の遮音性能

の確保が一番重要です。周壁の遮音性能を

総合的に向上させる上でポイントとなるの

が、換気口や窓 ・扉の召 し合わせ部分に必

然的に生じる隙間部分の遮音性能です。 こ

れらの隙聞を伝搬する 音の特性を把握し、

効果的に外部騒音の侵入を防ぐ方策を実験

的に検討しています。

[室内音響設計]

建物内部の室の音響性能を確保するため

の音響設計では、エコ ーなどの音響障害を

防ぎ、室の用途に合わせた残響( 吸音) 特

性を設計することが重要です。

室内音響設計が特に必要な空間としては

コンサー トホールが代表として挙げられ、

計画 ・設計段階で適切な音響的処置を施す

ための予測手法について研究を進めていま

す。音響模型実験は有用な手段の一つで、

境界条件及び媒質の吸音などに関する相似

則、実験装置などの開発、デ‘ィジタ ル信号

処理の応用など、について研究を行ってきて

います。もう 一つの有力な予測手法は数値

解析による音響シミュレーションで、 主に

時間領域有限差分法による波動音響シ ミュ

レーション手法を開発して用いています。

音が主役ではないものの良質な音環境の

確保が重要な空間として、公共空間や学校

施設を対象とした室内音響設計についても

研究を進めています。具体例としては、近

年小学校で採用されることの多いオープン

プラン型教室について、教室聞の音の伝搬

を低減するための教室の配置や仕上げにつ

いて、波動音響シミュレーション手法を適

用して検討しており、 実際の小学校の音響

設計にも応用してい ます。

[ 音響測定法]

いろいろな音源からの音の放射特性や、

室内外の音の伝搬を計測する技術は、私た

ちの研究にとって最も基盤 となる技術です。

00 Hz 106kHz 

窓 ・サッシからの透過音パワーを音響インテンシティ i去により計測した例。



半地下構造道路( 写真) からの騒音放射特性に関する研究。グラフは実

測結果と数値解析結果の比較。

無響室内三次元音場シミュレーションシステムを用いた音場評価実験。

ホールの響きの特徴と演奏 しやすさとの関係を調べている。

- 音響インテンシティ計測法 音の測定は、

単一のマイクロ ホンで音の基本的な物理量

の一つである音圧を計測するのが一般的で

すが、音の基本的な物理量として、音圧の

他に音のエネルギーの涜れを直接捉えた量

である音響インテンシティを計る方法もあ

ります。 この物理量を得るには専用のトラ

ンスデ、ュ ーサが必要になりますが、音源、か

らの放射パワーの測定などでは高い精度を

得ることができますし、壁体の遮音性能の

測定では音の透過を可視化することもで

き、遮、音構造の開発研究に非常に有効です0

・信号処理利用による伝搬特性の計測l 屋

外などの測定現場では、暗騒音のレベルが

一般的に高く( つまり、 「周りがうるさく

てJ) 、十分な測定精度が得られない場合が

あります。うるさい現場では、周囲の音( 暗

騒音といいます) よりも十分大きなレベル

の信号を音源から放射する必要があります

が、音源スピーカから出力できる音の強さ

には限界があります。そこで、音源信号を

出す時閣を長くし、信号処理技術を応用し

て等価的に大きな音源出力を得ょうとする

方法の有効性を検討しています。

[音環境の評価]

建築 ・都市の音環境を考える上で、設計

目擦を適切に設定するためには、音の物理

半地下道路からの騒音の放射特性の測定風景。

的特性 とその心理的影響を把握するととが

重要です。建築 ・都市空間では人はさまざ

まに活動しながら音と関わりあっており、

聴覚の特性だけでなく人の行為との関係で

音環境の快適性や良好な音響特性について

知る必要があります。そのための研究とし

ては、実験室内で三次元的に音空聞を再現

して行う心理実験( 後述) と、 実際の空間

で行うフィールド調査の二つが主な方法と

なります。後者は、騒音測定、建築音響特

性測定、観察調査、インタビュー、アンケ

ートなどを組み合わせて、現状の評価や課

題の考察を行います。 とれらの研究では、

環境における人の行為や認知のメカニズム

を理解した上で適切な心理実験手法や調査

法を組み立てることが重要であり、このた

めの基礎研究として、環境への適応、技能

の獲得など人と環境との相互作用のメカニ

ズムに注目した研究も行っています。

[三次元音場シミュレーション]

音の心理学的影響を調べる上では、 コン

サートホールの響きから環境騒音まで、さ

まざまな現実の音を実験室内に再現し、そ

れに対する人の反応を調べる方法が有効で

す。音場再現手法のーっとして、直交三11411

上に組み合わせた 6 本の指向性マイクロホ

ンによって実際の音空聞を収音し、無響室

コンサー トホールでの測定風景。

内に設歯した 6 台のスピーカから再生する

1 チャンネル収音 ・再生システム" を考案

して、種々な心理実験に使用しています。

このシステムを用いて、鉄道駅やアトリ

ウム、住居などの音環境について、会話の

しやすさ、テレビ ・ラジオの音の聞きやす

さ、くつろぎなどの行為に対する各種騒音

の影響を調べてきています。さらにこの原

理を発展させて、コンサート ホールの響き

をリアルタイムに再現するシステムを構築

し、ステージ、上の演奏しやすさを調べる評

fill i実験も行っ てきています。プロ演奏家の

協力を得て、音楽芸術と工学との架け橋と

なる研究成果を目指しています。

E 終わりに

音は人の文化的 ・社会的生存に欠かすこ

とのできない役割を果たしています。視覚

人聞が多い建築の世界で、自に見えない音

の存在はその重要性を忘れられてしまいが

ちであることから、坂本研究室では音響現

象の可視化や可聴化には特に力を入れてい

ます。設計者にもわかりやすく音響現象を

可視化するソフ トウェ アの開発のほか、大

学生はもちろん小中学生にも音響現象に親

しんでもらうための教育ツールを作成し、

科学イベン トや博物館などで紹介する活動

も1]- っています。

研究室旅行での記念写真。富士山頂にて。



リビングと外部空間

杉本季優

Ki yuu Sugi moto &  associ ates 

リビングと外部をどう関連づけるかっ。・ 0 多

くは、周辺環境を手がかりにしています。

「開放型J

郊外の敷地や、 上部の階にリビングを

計画した場合に採用o …ー ① 

「中庭型j

市街地において比較的敷地が大きい

場合に採用。 ............... ....... ② 

「テラス型j

市街地においてプライパシーが確保さ

れたテラスをまず配置し、 リビングはテ

ラスに対し可 能な限りオープンなっくり

方としています0 ・ .•.•.....•.. ③ 

いずれも「楽しめる場所づくり j を目指

しており、外部とリビングを連続的にし

つらえることにより 、 多 ｾ ｩ 長なアクティビ

ティーを生み出すきっかけとなることを期

待しています。

略歴

・1966年兵庫県生まれ

- 芝浦工業大学工学部建築学科卒業

. 2003年杉本季優建築設計事務所設立

企画編集居内章夫 (作品作風小委員会)



建築系雑誌が伝えるもの

従来、建築とは具体的な土地に建物を建設することであり、人々はその場所を

訪れることでその建築に出会い、その空間を体験してきました。 しかし近代以降、

メディアが発達することにより我々はその場所を訪れなくても、建築に出会うこ

とが可能になりました。特に近年のネット環境の急速な発達によ ってその頻度は

ますます増大してゆく傾向にあるように思われます。また、作者側の意識もメデ

ィアを意識せざるを得ないような状況になりつつあります。

我々は知識として多くの建築を知っていますが、実際その場所を訪れて生の体

験として知っている建築はその何割でしょうか? 極端な言い方をすれば現代にお

いて建築がいかに認識されているかを考えるとき、その多くが雑誌や映像等の「メ

ディアJ を通じての認識であり、そのままその建築の評価につなが ってしまうこ

とも稀ではありません。 ともすれば、 建築がメディアに載った情報によって実際

の建築とは別の評価を与えられることも多くないでしょうか?

今回は情報の発信源としてもっとも身近な存在である「建築系雑誌」に焦点を

しぼり、様々な角度から検証することで、 「建築系雑誌」が担う役剖について考え

る機会としたいと思います。

編集委員 荒木宏之

総論

建築系雑誌が伝えるもの/ 本多友常

各論

ではもっと大きい鯉を泳がせましょう I. M. Pei と私 / 東出清彦

示すこころと受けとる心/ 山岸 豊

アンケート

la+uJ  / 吉田賢次

「カーサブルータス J / 古家千絵子

「建築人J / 徳岡浩二

「住宅建築J / 平良敬一

「新建築J / 大森島享-

「新建築住宅特集J / 佐 藤 勤

「日経アーキテクチュアJ / 山本恵久

「建築と社会J / 設楽貞樹

企 画 建 築 系 分 科会 三 ｉ ｨＭｾ

蚤



建築系雑誌が

伝えるもの

本多友常

12 建築と社会 ・2∞7.8

- 作品であった時代 ・

ジャーナルは時代の鋭として、その変遷

を映し出している 。

1960年代から 70年代にかけて、「新建

築」、「建築文化」、「近代建築」、 iSDJ な

どを中心に建築思潮が形成され、それを学

ぶ乙とが建築であると感じるくらいまで、

当時学生だった私たち団塊の世代に大きく

影響を与えてきた。

その中で「都市住宅J が住の課題に深く

切り込み、いわゆる作品主義にたいして生

活の質、建築生産の在り方について、様々

な角度からメッセージを発信していたこと

を、最近のように記憶している 。

1960年代、日本は農 山漁村の崩壊期と

も言われるほど、都市依存的な高度成長を

迎えていた。この時代の基調をなす建築家

側の意識は、職能の誇りと啓蒙精神に駆り

立てられ、使命感に満たされていた。

建築は社会を導き、空間の力が人の人生

をも変えてしまうくらいの力があるのだ、

とL 寸信念と自負に燃えていた。ひとつの

磨き上げられた完成品は、必ずや人々の心

を打つに違いないという確信もあった。そ

してその根底を支える思想、や主義が、設計

方法論の是非や有効性として盛んに議論さ

れた。その基調はいわばイズムの時代とも

言われ、モダニズムの思潮を板底としてメ

タボリズムをはじめポストモダニズムにい

たるまで、建築表現の方法論と重ねられ、

とれをジャーナルが裏打ちする形で、建築

界に影響を与えてきた。

そこには自動的に、いわば作品主義とい

う建築にとっては狭義な、造る側の所作が

確立されていった。設計者が建築を通して

発言することは、周到に磨き上げられた ‘作

品' を世に送り出すととであり、その言葉

は甘美な響きとして発注者の側からの期待

とともに、社会全体の時代的基調を形成し

ていった。

- パッケージ情報として

切り取5れていく建築 ・

個の表現についての是非はともかく、そ

れはスターシステムへの旅立ちでもあり 、

これを避けようとする意識もまたメディア

的な態度として、建築家のスタンスの取り

方が固められてい った。

作家はその背景としての個の主張を使命

とし、個性の発露はメディアの良質な素材

として、流通の形式を補強した。

それは洗練された形の作品として、あた

かも彫刻のような物的ノ T ッケージとして情

報化 されてい った。それに付随して美しい

プロポーションをも ったディテールがクロ

ーズア ップさ れ、いわば予定調和に向かつ

てどれだけ完成度が上げられたかが、評価

の大きな部分を占めていた印象がある 。

乙の建築の伝達方法はメディアの特性に

由来するものでもあり、まさに情報伝達に

おける媒体の本質をなしている 。

たとえばある映像が、砂漠の水平線上に

はるか遠く、点のようにな って移動する遊

牧民の姿を捉えていたとしよう 。そ乙では

情報の受け手は、無意識にせよ映像のクロ

ーズア ップを予期し、何らかの出来事を期

待する 。やや誇張して言 うなら、事件を待

っている 。

これは言葉が事物を命名する乙とにより

世界を切り取る作業に似ており、汗を流し

て行進する遊牧民の姿に焦点を当て、さら

しわ

に顔面の織に接近することにより砂漠の

雄大さが伝達される 。 しかしそれは常に他

者である撮影者によって選択され、切り取

られ、誘導された視野であり、画面の外に

ある電信柱がトリミングされていたなどと

p う苦笑いの話は枚挙に H院が無い。

これは料理をしないと、情報は伝わらず、

そこには必ず対象の変質を宿命としている

ことを意味している 。これを裏返すと、変

質させられなかった真の核心などというも

のなどは存在せず、メディアは普きにつけ

て こ

悪しきにつけ、デフォルメを艇子に時代形

成の先端』性を担っていることになる 。

・ テーマの拡散と希薄化 ・

乙こにジャーナルが拠って立つ視点と方

法が明らかになってくる 。

それはまず日常性の中に突出した出来事

を捉えることから始まる 。 これは水平線の

上にうごめく特異点を探し、クローズアッ

プしていく作業に似ている 。

次に類型的な現象の代表例をピックアッ

プしていくことにより、現在起きている事



柄を浮き彫りにしていく作業であり、これ

はデータとしてのパックグラウンドを形成

する 。

もうひとつはニュース性を追うことであ

り、最新情報として新たに起こり始めてい

る事柄や、時代的なテーマをいち早く察知

し、伝達していくことにある 。これはジャ

ーナルがもっ創造的な側面であり、社会的

な使命であるとも 言 える 。

この課題発見の嘗みにおいて、建築が単

に建築の生産にかかわるハードな側面だけ

ではなく、その前提であるべき人々の生活

や、社会の在り方と建築との関係に目を向

けるべきである、という声は絶え間なく発

せられ続けていた。

建築系雑誌は決してこれを黙殺してきた

わけではない。むしろ編集に携わってきた

人々は、ここにこそ仕事の意義を見出して

いた。 しかしそれでも商業誌が受け持つ世

界においては、売れ筋となるヴィジュアル

系が優先される傾向は強い。

この芦を建築界の分担として受け止めて

いたのは、学会や本誌をはじめとする各団

体が発行する 会誌や、 同人誌などであり、

その歴史は厚く蓄積されてきた。 この背後

には、単にジャーナルの編集者だけではな

く、これを企画し展開する膨大な人々の英

知が注ぎ込まれ、建築系の大きな世界が組

み立てられてきた。

しかし現代において浮上してきている課

題は、テーマが拡散し、それに呼応して内

容の議論が希薄化 してきているのではない

かという懸念がある 。

建築が技術の範鴎を越え、時代の抱える

課題と表裏一体の関係にあると認識した時

点で、それは一気にテーマの拡散を抱えこ

むことを意味する 。それは世界の様相を反

映しているととに間違いないが、 全てがテ

ーマになりうるということは、現代におけ

る建築的課題の核心を何処に求めるべきか

が見えにくくなってきているのも事実であ

る。

- 思考停止のまだ5現象置

情報化時代におけるメディアの革新につ

いては、既に無数の言説が交わされ、その

多くは価値の多様化を指摘している 。 しか

し本当なのだろうか。人間の価値観という

ものは生まれてから死ぬまでの短い一生に

おいて、それほど簡単に変わるものではな

い。生命に対する尊厳や、自由への希求や、

他者への畏敬の念は、 一人の人間のなかで

それほど激変するとは考えにくい。 しかし

それを支えてくれる周辺状況が、人々の心

の底にフィッ卜しにくくなり、あるいは正

面から取り組める状況が失われつつあるこ

とは間違いなさそうだ。つまり全員で共有

できる 問題意識が分散し、我がごととして

実感をもって向かうことの出来る対象が不

定形化し、戦う べき対象が見えにくくなっ

ているのが実情なのではないだろうか。

もちろん時代的なテーマはいくつも挙げ

られている 。「環境j 、「エコ」、「まちづくり J 、

「景観j 、「プロセス j 、「保存と開発」、「情報J 、

「福祉J 、「防災」、「セキュリティー」等々、

これらは建築学会における各分化会の多さ

にも端的に現れている 。それぞれに切実な

問題であることに疑いは無い。と乙ろが課

題の細分化は、他者への無関心あるいは判

断停止を招きかねない危険を伴っている 。

現代が世界の出来事を l瞬時に集められる

と考えるのは錯覚だ。 私たちは小さな頭

脳の大きさを越えた容量の情報に直面し、

ことの正否を他者の判断に任せざるを得な

p 状況に追い込まれている 。それと同時に

自分が入手した情報を上回るものがどこか

にあるかもしれない。その不確定な不安に

駆り立てられ、情報の海に溺れ、皮肉にも

情報そのものに対する欠落! 惑を確信するよ

うになる 。乙れは自己の判断に対する確信

ひ と

の橋らぎに通じており、他人の話に揺り動

かされやすくなることを示唆している 。

もっとも現代はあまりにも忙しすぎて、

逆にお任せの出来ない人々を心の病にまで

追い込んで、しまいかねない事態も否定しが

たい現実としてある 。

しかし確信の欠落感の連鎖によ って導か

れる外部化された判断力は、群衆を一つの

情報のもとに操作しうる単細胞に既めてし

まいかねない。情報量の多さにもかかわら

ず、事あるごとにわずかな磁場がかけられ

ると、簡単に影響されてしまいがちなこと

に、私たちは気づいていないわけで、はない。

この情報化時代における思考のまだら現

象乙そが、 H寺代的課題設定を難しくしてい

るとい っても過言ではないだろう 。

・ 地球環境という名の抽象性・

近年は、地球温暖化現象をはじめとする

環境問題がクローズアップされている 。

温暖化問題やエネルギー消費、ごみの分

別処理をはじめとして、 地球資源、や環境問

題との付き合い方が試される時代を迎え、

人々は大きく目を聞き始めている 。その先

にある環境の「持続性J に対する視点は、

工学や建築を超えた文化・ 文明論につなが

っている 。

この兆候は、わずか十数年前と 比べたら、

隔世の感がある 。気候変動をはじめ、環境

問題に対する人々の意識も大きく変わって

きた。 しかし地球規模の問題は、個人の身

体性への直感としては分かりにくい。これ

は知性としての問題意識を必要とする 。そ

のため関心を寄せそとなった人々に対する

同調効果は、必ずしも大きく期待できると

は限らない。この課題意識と判断力におけ

る構造的な希薄化は、環境問題においてさ

え、あるヒステ リー状態が起こったH寺には、

民衆は捜造された熱気によって、 一気に単

調な判断を下しかねない落とし穴が、いく

つも待ち受けていることを認識しておかな

くてはならない。

これは現代的課題が急速に複雑化、抽象

化してきているためであり 、ジャーナノレは

これを身近な課題としてブレークダウン

し、身近な問題として描き出して p く役割

を大きく担っている 。

乙の点では冒頭に述べた作家主義的なジ

ャーナルの編集方針は、商業誌においても

かなり変わってきており、課題発見的な編

集方針に変化 してきていることは評価すべ

きであろう 。むしろ各種機関誌が、 地域に

根ざしたアイデンティティを弱めつつある

気配が心配されるところである。

ジャーナルが時代の鏡であるということ

は、そこから発せられる警鐘が、ひとえに

創造的な営みであることを意味しており、

そのH寺代形成の役割に大いに期待したいと

ころである 。

( ほんだ ともつね/ 和歌山大学システム工学部、教授)
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ではもっと大きい

鯉を泳がせましよう

1. M. Pei と私

東出清彦

14 建築と社会 ・2∞7.8

「建築系雑誌の写真は何を如何に伝える

べきかJ i 建築写真の担う役割」な どが編

集部からのテーマであるが、書き始めてみ

であまりにも重す ぎることが、わかってき

たのである 。 日頃は、そういうことはあま

り考えずに、個々の撮影に没頭しているだ

けである。

さらなる理由は時代の変革である。 ζ

のところの急速なデジタル化の波は、表現

においても技術においても分野を越えてと

どまるところを知らない。それが故か否か、

建築も写真 も両々相まって軽妙酒脱を通り

越して飽食の時代の反作用かともおもえる

存在希薄がウ リのような特集が組まれる。

かとおもえば巨大開発プロジ、ェクトでは容

積率一杯のビルが同じような高さで何本も

立ち上がり、スカイラインなどないのであ

る。写真』こする と扉風岩のようだ。 とのよ

うな風景が今後何十年も続くととになりか

ねない。大阪の御堂筋もついに超高層化に

入るようだが、銀杏並木が生き生きとして、

風通しが良く、変化に富み、全体の調和が

とれた景観を期待 したいものである。

ここでおもい起こすのは、 2 0年前本誌

70周年の記念号で、私は 『大阪モダニズ

の対峠のおもいでもあった。

そして 20年を経た現在その約 113は存在

しない。i威び行く建築の美を、写真に残す

以外ないのであ る。

さて、私は、ひとつの建築作品に向き

合うとき、あらゆる先入観を持ち込まず、

無心になろうとする。学生の乙ろ、下宿に

寝転んでドス トエ フスキーのラス コーリニ

コフに心臓をえぐられるような感動に浸

り、 トーマ ス・マンの自伝的芸術論、真の

創造への道は心は死んでいなければならな

MI HO MUSEUM Ｈ ＱＹＹＶ ｾ ＲＰＰＷ 年撮影 Ｉ

アルシノ工像のある南館エジプト展示室へのアプローチ

いと語る トニオ ・クレーゲルに心酔した遠

い日々の残響のようなものを心のどこかで

ひきずっているからかもしれない。

具体的な個別の撮影の中で、一人の建築

家、 1. M.  Pei とのこの 10年を振り返ってみ

ムの精華』 という別冊を企画した。 1920 たい。

年代を ｉ Ｚ ｉｾ 心に 大阪に残る建築から ＲＶ 作品

を選び、 拙作写真により小冊子にま とめた

のである。 1980年代、大都市を席巻して

いたポストモダニズムの病的兆候群に我が

目を疑い、 一方で70年を経てなお、雄海

の名建築を再認識することによる、それへ

ｍｉｈｏｍｕｓｅｕｍ 滋賀・ 信 楽 Ｈ Ｑ ＹＹＶｾＲＰＰＷ 年撮影Ｉ

工ントランスより橘とトンネルを見る

1997年 11月3 日 MI HO MUS E UMのオー

プニングセ レモニーでのとと。1. M.  Pei は

世界中から集まった知己との応対の中で、

l 年近くをかけたとはいえ 40頁ほどの写真

集の撮影をしただけの私をわざわざ、探 し出

し会いにきてく れたのだ。満面の笑みと暖

中国銀行本商北京 Ｏ 鯉が泳ぐ ｊ ｾ ン キングホル Ｈ ＲＰＰ Ｑ 年 爆影Ｉ

かみのある握手のなかで、 80歳の建築家

のオーラが全身を貫いた。そして身に余る

賛辞とともに 『今、 北京で進めている建築

が完成したらぜひ撮影してほしい。』 と。

とれが 1. M.  Pei との初対面であった。

2001年6月23日。中国銀行本庖( 北京)



22階特別会議室。私はこの2日前に北京入

りし小型カメラで400カッ トほどのロケ綴

りをする。200枚のコピー写真を用意した

ものの、 84歳の建築家を前に 『もっとセ

レクトし直しましょうか。』 という 。L M.  

P巴i [i' いや、全部見たい。私は写真を見る

のは多いほど嬉しい。』一枚一枚丹念なや

り取りが続き 、終日に及ぶ。

1階バンキングホールの中に、ゲJ が植わ

り雲南から運ばれた巨大な石が配され、池

には錦鯉が泳いでいる l 枚がある。私はズ

ボンをま くり上げ素足で、池に入って、手前

』こ鯉を入れようと 頑張るのだが、数十匹は

いるのにと、れも小振りで素ばしっとい。金

魚くらいの感じにしか写らない。

竹の背と 鯉の緋色の対比が念頭にあり、

つい 『もっと、鯉が大きいとだいぶ違うん

中国銀行本庖: 北京 (2001 年燭影)

バンキングホールの照明

五九

9 0歳を迎えた I . M. Pei 氏と写真集の打合せをする筆者 ( 2007年 4月)

ですがね。』 と口を滑らせる。『わかりまし

た。 もっと大きいのを泳がせましょう 。』

L  M.  Pei は兵顔なのである 。翌朝、フロアの

責任者が、 [i' p巴l 先生から錦鯉の指示をい

ただきました。残念ながら 北京で手に人る

一番大きいのが泳いでいます。 とれ以上は

日本から輸入するしかありません。お待ち

いただければすぐに手配いたします。』 と

いう 。 こちらは 12日間の撮影日数を延ば

すわけにもいかず、恐縮しつつ北京鯉でい

くことになる。 どんなに些細なことでもそ

れがより良い方向に向かうのであれば全力

を傾けるのが L M.  Pei の仕事振りである。

乙の 10年、ニューヨークやルクセンブル

グなどでことあるごとに人間味あふれる機

微に触れる。文は人なりの如く L M.  Pei の

建築空間は静裕、気品、自由の空気に満ち 、

ドイツ歴史憎物館。ベルリン ( 2 0 0 5年姐影)

ライトアップ古れたエントランスタ景

ルーヴ1レ美術館/ ガラスのピラミッド ( 2005年姻影)

乙の上なきヒュ ーマニティを思わせる。7

かくしゃ〈

年90歳を迎え、かくも盟燦たる姿は、いよ

いよただごとではないとおもうのである 。

2 1世紀、コンピュータにより、世界も

建築もさらに変化しつつある 。そのうち、

空 ｲｾＱ 遊泳できる小型気球でも開発されれ

ば、ピータ ーライスが、写点では哉々の仕

事は理解されないと欺いた部分もいくらか

は前進するだろう 。

1917年 L M. Pei が生まれ、同じ年「建築

と社会」が創刊された頃、パ リではル・コ

ルビュ ジエが「エスプリ・ヌーボー」を編集し

マルセル ・ ブル ー ス ト が 『 失わ れた｛ｉ ｾｦ を求め

て』の中で 「写真J について真剣に考え始

めていた歴史をおもうのである。

*  MI HO MUS E UM、中同銀行本山、 ドイツ j恒史I l V物問L ルーヴルJ l

術開'1. MUDAM J l t荷舶はすべて 1. M.Pei ，l2，l 十o ' ( f . t { は市円。

( ひがしできよひこ 勺点家)

MU D A Mルウセンプルグ国立美術館 ( 2005，2006年織影)

2F レヴェルよリ大ホールを見る
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園

示すこころ

と

受けとる心

山岸 豊

Q- CHA CAF E  (オチャカフェ) / 長 坂 大

16  建築と社会 ・2∞7.8

こころが類廃している昨今、本屋のおっ

さんに日本建築協会から「建築系雑誌が伝

えるものj という命題が与えられた。 これ

まで“ sal on de  T  AI RY UDO" で、出会った

多くの人々から、さまざまなことをご教授

いただいてきた私なりに、持論とはお乙が

ましいが 「自論」 を話したい。

現在、建築にまつわる情報の取得には建

築専門雑誌、 一般誌の建築特集、 WE B

magazme等があるが、それらは単なるガ

イダンスであると考える方がよい。そこに

は情報発信者と受信者の気質の問題が発生

する 。発信者は重層的な情報発信を心がけ

てほしいし、また受信者には自己の人間形

成が必須で、ある 。人聞は活字や写真には弱

く、それらにすぐ絶対性を感じたりする 。

しかしその情報はどこまで真実であろう

か、それは擬似体験に過ぎず、理解したつ

もりになる危慎がある 。

私はあえてとこで受信者の気質を考えた

い。最近、建築駆け込み寺に若人が設計や

卒論などのことで相談に良く来るが、物事

の方向性を判断するときに利己主義な考え

をもとにする人が増えてきたように思う 。

それも頭の中だけのバーチャ j レな思考形態

である 。何かが違う! 物寂しさや危慎が

残る 。何が違うのか・ 田a ・・・。そんなことを考

えるうちに、諸先輩達が書籍や真建築で建

築家の“ こころの fl11 び" を発信されている

ことに気づかされた。そこでここでは、そ

のうち 3つの書籍、 3つの建築から、それ

ぞれの建築家の「こころのかたち」を考察

しよう 。

. 連健夫著『心と対話する建築・家』から.

施主との対話、心理・デザインプロセス・

コラージュからヒントを得て 「意味の建築j

を紐解き設計する 。建築は施主との創造的

コミュニケーションのプロセスと共に、ヴ

ァナキュラ一的視点が大切である 。 「プロ

セスのある物語建築J r心と対話する建築j

である。

. 上回篤著 『日本人の心と建築の歴史j か

ら. 建築には複眼的な建築史学が必要であ

る。 日本における建築とは先人たちが培っ

てきた日本文化の“ かたち" である 。森田

慶一氏の指摘する「強 ・用・ 美J プラス「聖J

の、日本伝統建築の根底に流れる思想、の再

認識および継承が、広義の意味で現代の類

廃した世の中を是正することに繋がるので

ある 。

・安井清著 日云統建築と日本人の知恵J か

ら . 人生のなかでの不思議な縁で、多くの

先人たちとの対話と空間体験から大工や職

人たちに蓄積された高い技術と英知を学

び、また建物の魂を観ることができた。 こ

のことを後世の人に伝えたい。

建築作品のほうでは作者のコメン トも とも

に紹介する 。

・長坂大最新作 rO- C HA C A F E  (オチ ャ

カフェ ) J 作者のコメント: rこのフ。ロジェ

クトでは、明治の西洋様式建築に対してど

のような姿勢を取るかが問われます。 ここ

ではまず、ファサードに取り 付け られた過

剰なメーターや配管類をできる限り取り除

いて当初の外観の基本構成を再現した上で、

それに新しい「部分」を取り付けました。

坦聞の「小さな進化j 、あえていうならこれ

が空間構成のコンセプ卜です。 乙れは、私

が建築をつくる時にいつも考えているとと

です。都市の中にひとつの建物をつくるこ

と、また自然の中にひとつの建物をつくる

ことは、 地表面でつながったひとつの世界

をたかだか少し進化 させることなのだと 。

ここでの新しい進化は白い鉄板トンネルで

す。付け加えた部分が部分としては っきり

とわかるようにしながら、乙れと既存建築

とのコラボレーションが新しいイメージを

生み出すことをめざしています。 < 略>J

昨今、近代建築と現代デザインのコラボ

には大変興味深いものがある 。真の リニュ

ーアルとは入魂のフォルム ・ファサード

( 作者の人格) を壊すことなく増改築する

ことである 。 この事例は不詳作者と長坂大

氏の見事な “ かたち" 、人格と人格の高1! 合

である 。ぜひこの空間でお抹茶に舌鼓しな

がら作者と対話し癒しの時を過ごしたいも

のである 。

・西垣安比古最新作 『侮壷の家』作者のコ

メント : r  < 略> 居聞からは背後に高さ 4

mのコンクリー卜壁をひかえた壷庭の梅

を、高窓越しに見ることができる 。一方、

それと直交して配置部から梅の根本が眺め



侮壷の家/ 西垣安比古

られ、その背後の茶、樫の植え込み、アプ

ローチ、近隣庭園の緑の梅木が、 一方では

堺風のようなコンクリー 卜壁の前に立つ姿

で見え、それは能舞台の松を努採させる 。

これに対して寝室からは、壷庭の地盤面が

強く強調され、栴が大地に立つことが強く

感じ取られるようになっている 。同じ梅が

このように違った姿で見られることによっ

て、「すま L リの空間に深みを与えること

ができたと考えている 。J ( 新建築住宅特集

2005年12月より転i蹴)

之の氏の処女作には美 しくも悲しい後日

談がある。 この住宅を企画設計された時に

は西垣氏の奥様には死の宣告がなされてい

たのである 。雑誌に取り上げられたとき氏

は微塵もその話をされなかった。今思うと

最初に竣工写真を見せていただいた時、縁

側から見た借景と庭の厚手コンクリート塀

と梅木に波動を感じたのは確かである 。お

解かりであろうか、この梅査には、もう 一

つの深遠なる見方がある、それは西方から

みる壷庭である 。栴査の庭からは西方には

何の障害物もなく大宇宙に繋がっているの

である 。 この住宅はご夫婦にとって「永久

の終の核家」である 。後日、氏にお送りし

た手紙の一部からその u寺の心境を察して頂

きたい。

偶然必然

奥様とはお電話で二、三度お声を拝I隠さ

せていただいたことがあります。お声から

は侵入と察しました。

貴殿の魂のこもった空間( うつわ) で過

ごされたH寺聞は、さぞ笑顔に満ち足りてい

たと思います。 それは夫婦の永久の度- び、で、

あったのではないでしょうか。

員殿の“ 愛妻へのこころの普請・こころ

のうつわ" が雑誌に掲載され、評価 された

理由が遅まきながら解かりました。 これぞ

真の建築家の“ すがた" であると思います。

私も最近、多くの友との別れがありまし

たが、それは非常につらく、悲しいことで

はありますが、我らを取り巻く、マクロな

宇宙1時間から考えるとさほど変わりはない

と考えるようになりました。

しかし、貴殿のご心境をお察し申し上げ

ます。 どうぞお身体をご自愛ください。

rf愛妻の 笑顔、が満ちる うつわの普請

貴殿のこころが 温妻を懐く J 悲心合掌

・吉村篤一氏最新作 『押小路の町家「幹翠

庵J .I 作者のコメン卜 「施主との話し合い

の中で、先人たちが構築した| 町家遺伝子を

壊すことなく、 fi l可家・白木建築の方向性」

の中で設計し、今までにはない新しい町家

を造りたい。 しかしあまりかけ離れたこと

や脈絡のないことはしたくない。施主の理

解が必要である 。」

r  ＼ｕｉｾ＾ 新婚のご夫婦が住むとととなり、

立て替えるのではなく京町家のよさを活か

して手を加え、現代生活がスムーズにでき

る町家にしたいとのことであ った。 < 中略

> との 11可家は表のファサードはほとんど変

わらず、内部はその特長を活かして現代性

を備 えた新しい 「京11町家」 に生まれ変わっ

た。 また次の世代までその伝統を継承して

いくことができるであろう 。J ( 新建築住宅

特集2007年 4 月より転戦)

この作品は III } 家のD N Aを継承した増改

築の一例であるが、既存の出格子から逸脱

することなく車庫のオーバードアに改良し

たところに「吉村篤ー ワールド」が存在す

る。吉村氏がいつも 言っ ておられる 「伝統

とは創 っていくものであり、フォルムやフ

押小路の町家 「幹翠庵J / 吉村篤ー

ァサードは己の姿 ・人格である」という信

念の実践である。

以上、六自j!j の共通項は“ こころとこころ

の共感 ・融合" の重要性を説いていること

である 。建築とはバーチャルの世界ではな

く、その場に立ち「五感+ こころ」で習得

する世界である 。著名なル コルビュジエ

氏( 東方への旅) 、磯崎新氏( 若き日のイン

ド旅行) 、原広司氏( 集落の教え) 、安藤忠

雄氏 (r建築と庭J の実測を西潔文隆氏 と

共にしていると 聞 く) 迷も若き日には多く

の空間体験をしている 。これは現場主義で

しか体得できない感性である 。 また正確な

情報を習得するのに大切なのは和辻哲郎の

思想一 一建築物の風土的歴史、歴史的風土

の考察であり、複眼的に作者のこ乙ろを掴

むことである 。すなわち、空間体験とは先

人との“ こころとこころの対話" であり、

真の情報は己の足でしか稼げないのである 。

それでは我々はどうしたら諸先輩のような

感性 審美観、洞察力、建物と対話でき

るこころ一一ーを養えるのだろう 。建築を創

造するにはどこへ基般をおいて行うべきだ

ろう 。その糸口のーっとして、次の「学問

のススメ J ( 五つの法則) がある 。 1 . ス

ケ ッチのススメ : コメント付きのスケッチ

の蓄積。 2 ドキュメン卜作成のススメ:

卒論など人生の節目に作成。 3. 日本伝統

文化の習得のススメ お茶、お花、俳句 ・

和歌、 和楽器など日本人の心の体得。 4.

施主とのコミュニケーションのススメ: 設

計者はどちらを向いて作業をするのか。5 .

方程式作成のススメ・ 己の人生の方向性を

確認する意味。君の人生の指針となるだろ

う。 ちなみに私が50歳のときの方程式は

3p (process，poli cy，phi losophy) +3w ( when， 

whose， what) +onel  (i f)  =pract iceである 。

我々は建築界から「渦かい社会」を構築

したいものである 。

現 代 は 情 報 過 多 の よ き I時 代 取 捨 選 択

真の情報

入 魂 の 建 築 物 が っ つ み こ む 示 す と こ

ろと 受けとる心

本屋のお っさん 山岸 壁 拝
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特 集 建築系雑誌が伝えるもの

アンケート

現在圏内で発行されている建築系雑誌は同人誌

等を含めると、どれだけ存在するのかは不明だ

が、代表的な雑誌に焦点をあて各誌編集長に対

し、編集内容についてのアンケートをさせてい

ただ くことにした。

. アンケート項目

①貨誌の編集理念についてお聞かせください。

②掲載建築作品の選定基準についてお聞かせく

ださい。

③掲載建築作品の選定時には現地でその建築作

品を実際に見て判断しますか?

①建築作品を掲載するにあた って一帯大切にし

ていることは何でしょうか?

⑤掲載した作品の追跡調査をおこないますか?

⑤貨誌がターゲ ッ トにしている購買対象者層に

ついてお聞かせください。

⑦掲載する建築写真の選定はどなたがおこない

ますか?

③: C J : 誌の中での建築写真が持つ役割についてお

聞かせくださ L、

③社会に対して、建築雑誌のもつ影響力とはど

のようなものでしょうか?

18 撞察と社会 ・2∞7.8

ra+uj  rカーサブルータスJ

Ill IJ 編集・長 編集長

吉田賢次 吉家千絵子

① ra+uJ は、世界中の建築に関する情報を、 ① 『カーサブルータス j は建築の専門誌

日本国内のみならず世界の建築界に伝え ではありません。衣食住と旅を 4 本の柱と

る、和英パイリンガルの月刊誌です。世界

中の煩雑な建築情報をわかりやすく紹介

するために、毎号特集形式を組んで、いま

す。建築に携わる方、建築やデザインに興

味を持っている方に少しでも役立つよう

心がけています。

② 一定の選定基準はありません。

あえて言えば、読者が求めている情報と

編集部が伝えたい情報を考慮、して掲載を

決めています。

① 可能な限り見るようにしています。

また、世界各国に情報ネットワークがあ

り、アドヴァイザーや編集協力者とともに

世界の新鮮な建築情報を収集して判断し

ています。

① 建築の概要だけではなく、建築の背景や

建築家のコンセプトも伝えることです。

① 場合によります。

@  ra+uJ は、約110カ国で読まれています。

読者層は建築関係者、特に意匠系の方が半

数以上を占めています。

⑦ 編集部全員。

① 建築を紹介する上で多くの情報を持って

いる重要な媒体だと思います。ただし、写

真表現だけに頼ること無く、様々な表現方

法で誌面を構成するよう心がけています。

① 雑誌に限らず、多くのメテ、イアは情報を

発信し続けることで社会とつながってい

ます。幣誌も編集スタンスを崩すこと無

く、発信し続けることが大切なのではない

かと思っています。 ( よしだけんじ)

した、‘ ライフ ・デザイン' マガジンです。

イタリアのファッションブランドが第 l 号

店を東京に作ったり、世界の 3星レストラ

ンが多数日本に進出するような現象から

も分かるように、衣と食を楽しむことに関

しては、日本人は世界の有数レベルになっ

ている。 しかし、住に関しては、まだ遅れ

ているので、それを衣食のように楽しめな

いか、という視点から出発しています。で

すので、パリで寺下判のスイーツも、青森の

新美術館も同じように気になる人が想定

読者です。

衣食住に旅を加えたのは、「グローパル

に衣食住の楽しみを伝えた Lリとの考え

と、さらに、世界中の物が手にはいる日本

人にとって、「建築は最後に残された旅の

目的j ではないか、という意図からです。

① 「建築を楽しむ」が雑誌のテーマです。

まず、見に行ける建築物であるか否かが大

切です。 アクセスの難しい住宅に関して

は、集合住宅は定例企画を設けています

が、個人住宅は年に l 度の特集でまとめて

紹介をして、好評を得ています。

①特集テーマやその頁のテーマにより、異

なります。特集で大きく扱うものに関して

は、スタッフの誰かがほぽ訪れています。

基本的に見るにこしたことはない、とは思

っていますが、毎号で100カ所以上のスポ

ットを紹介しているので、現実的には「見

に行くことは無理だけれどぜひ紹介した

しリ建物がしばしばでできます。スタッフ

が見に行けるか否かより、世界や日本で話

題の建築は必ず‘ 載っているととが大切だ

と思っています。



① 特集のテーマにより異なります。建築家

名、ロケーション、用途や目的、完成日時

など、建築専門誌より、幅広い切り口がで

てくることが、 一般誌である小誌の特徴だ

と思っております。

① 計画段階で紹介することもままあるの

で、そのような場合は完成時にも掲載する

ように心がけています。

@ ①の通りです。実際に読者の 3割くらい

は何らかの形で衣食住に関する仕事をし

ていら っしゃる方のようですが、メインは

衣食住と旅に関心の高い一般の人です。

⑦ 編集部です。写真家とデザイナーの意見

を参考にしています。

① これも特集テーマにより、大きく異なり

ます。

① 小誌により l 人でも多くの人が名建築を

体験してもらえれば、と常に考えていま

す。建築そのものが持つ力こそが社会にイ

ンパクトを与えるのであり、そのよい架け

橋になることが大切と思っています。

( よしいえ ちえこ)

0 0 - 0 0  

『建築人』

ｅ 問ｾＡＨ朝 ｬ 委 ｡ 長

徳岡浩二

① 会報誌 陀E築人』は、本会会員を対象と

した活動案内等の周知を主il11bとして、迅速

かつ臨機応変に記事掲載に応えるもので

なければなりません。建築情報提供の手段

として本誌と H Pを活用し、それぞれの役

割を明確にして会員 ・一般建築士ならび

に大阪府民などへの広報活動を強化する

ことを目的としています。

① 現在選定基準を設けていませんが来年度

よりコンブライアンスに配慮、して検査済

証取得確認及び大阪建築コンクールと連

携し て質の高い作品掲載を目指して検討

中です。

① 以前は事務局、委員が現地の実態を把握

していましたが最近は写真提供を受ける

ようになり確認が出来ていません。来年度

より現地視察することを再検討中です。

① 作品の質と受けて側のニーズに応じた資

料性を大切にするためWE B情報との相互

補完関係の構築を予定しています。

① 行っていません。

@ 会 員 お よび建築に関心のある一般市民で

す。

① 以前は編集委員が行っていましたが現在

は提出者に委ねられており、作品によって

差異が生じ統一感に欠けるため改善策を

検討中です。

① 会員の建築への関心を高めデザイ ン能力

や技術的向上を目的としています。

① 建築は社会の鏡であり、社会情勢、倫理

観などを体現しますがそれに異を唱える

のもまた建築であります。 (とくおかこうじ)

C均 一 一0 0

『住宅建築』

編集長

平良敬一

① 本誌 『住宅建築』はサブタイトルに「文

化としての住まいを考える建築専門誌j と

謡っています。建築はこれまでも芸術であ

るといわれてきましたが、わたしは建築は

生活文化の営みであると考えたほうがよ

り適切な定義ではないかと考えます。生活

文化は日常性のなかに非日常性として、日

常性にはない< 型> を創造して日常性と

非日常性が混成する秩序をつくってきま

した。

日本の生活文化を端的に示す言葉として

「市中の山居j という 言葉があります。戦

国時代の都市の市民が都市のなかに生活

しながら、そこに山里の草庵を取り込んで

楽しんだ空間のととでした。言いかえると

市中= 日常であり世俗のことであり、 山居

= 非日常であり、脱俗であり、「市中の山

居J とはすなわち日常と非日常の結合とし

ての「生活芸術」でした。近代化のなかで

この「生活芸術J は崩れ去りつつあります。

そしてその特徴である日常性と非日常性

の関係性をその内部に含みもつ世界が失

われてきました。

20世紀のモダニズムがかかえていた難

点についての反省をしつつ、 21世紀のモ

ダニズムの生成の中に「市中の111居J の生

活芸術が力強く蘇っていくことを期待し

ているところです。

① 世の中には建築と建築でないものがはっ

きりとあると思っています。本誌はそれを

「文化 としての建築」という言葉にこめて

L 、ます。モダニズムを通過するなかで身に

ついた合理性を越えて美 しさを求めてい

ます。理想、は高く、理念にかかげた「市中

の山居j に適うまでに至らなくても、わた

したち編集者の感性に響いてくるもの、言

葉につくせないものですが編集の一人一

人の自由裁量です。

① 現地で作品に接して判断することが原則

です。

① 住まう人の住まうことの思想、が明瞭な形

で感じとれることです。設計者の設計思想、

に住まうことの感性が読み取れることは

必要ですが、住まいとしての十分条件とし

て住まう人の構想の実現、その実態を見と

どけること 。

⑤ 追跡調査という余裕はありませんが、そ

の作品のその後を心にかけていることは

あります。特定の作品に再度出会う機会が

度々あります。調査というほどのことでは

なく 。

① 設計に専門的に携わる建築家を中心に、

工事にかかわって L 、く職人と工務庖等の

技術担当者たちです。しかし理念のところ

で述べたように、本誌は住まいづくりに携

わる人びとの集団がつくる生活文化の質

のレベルにねらいを定めているわけで、ど

うしても設計者中心であらざるをえない

ところがあります。それは超えねばならな

L 、限界とは考えていますが… 。
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⑦個々の編集担当者個人

③本誌の中で建築写真が果たす役割は、本誌

の理念を効果的に実行していく上で、つま

り住まいのもつ芸術的美的表現を迫るカ

メラアイは絶対に不可欠である。

①社会にどれだけの影響力があるか、わたし

たちにはわかりません。 ( たいらけいいち)

0 0- 0 0  

『新建築』

編集長

大森晃彦

① 『新建築j の創刊号は大正14年 8 月号で

す。大正 6年 9 月創刊の f建築と社会J に

遅れること 5年、日本建築協会の設立者の

ひとりでもある孟t田五ーのパックアップ

によって、放吉岡保五郎が創業、創刊しま

した。1974年に刊行した臨時増刊「日本

近代建築史再考/ 虚構の崩壊j の中で、当

時の社長の吉田義男が、吉岡の出版理念を

紹介しています。すなわち、「建築という

分野における、学問、芸術の意義、 価値を

信じ、 ，':h! 振という創作をも って記録にとど

め、そのことに終生の生き甲斐を持つ」と 。

この「出版という創作をもって記録にとど

め」という 言葉は、創刊82年となる今も

響いています。

① 弊誌の主要な内容は「作品」の紹介です

から、常に幅広い取材を 心掛けています。

「選定基準」というものが明確にあって掲

載作品を決めてはいません。基準という 言

葉に拘るならば、いつも新しい「基準j を

求めているともいえるでしょう 。「こんなも

のを掲載するの」と言われるような作品に

意味を見出し、「なるほど」と言っていた

だける頁をつくることは痛快です。「基準J

を意識されるのは読者の側ではないでしょ

うか。取材をする私たちは、 Something/

乙れには何かがある、という感覚を大切に

20 

し、撮影する写真、テキスト、そしてぺー

ジレ イアウトに、それをできる限りとどめ

ることを心掛けます。それぞれの作品に込

められたものを読み取り、あるいは新たな

基準を見出すのは読者であると考えます。

① 編集担当者が実物を拝見し、設計者にお

話をうかがうことを基本としています。事

情により見ることができない場合もあり

ますが、担当者が資料を読み込み、設計者

にお話をうかがいます。その上で、編集担

当者と編集長がディスカッションし、取材

方針を明確にします。それぞれの作品のポ

イントは何か、どんな写真が撮れるか、期

待できるテキストは、 一般図以外にどのよ

うな図面があるか、などです。その上で掲

載時期はそれぞれの号の構成を考える中

で決定します。撮影は弊社写真部のカメラ

マンを派遣することになりますが、撮影前

にカメラマンと打合せをするほか、できる

限り編集スタッフが撮影に同行し、カメラ

マンと協働するようにしています。

① 特集というと、弊誌の場合いくつかの作

品をテーマで括ることが多いのですが、建

物名称、と設計者名をタイトルとして始ま

るひとつひとつの作品紹介も、それぞれが

個別の特集であると考えています。ひとつ

の建築が実現するまでにはさまざまなド

ラマがあり、いくつかの奇跡があるはずで

す。 l 号の中 に20作品あれば、 20の特集

があるというわけです。それぞれの特集、

つまり作品紹介は、その写真の取り方や、

テキス ト、ページレイアウトの表現方法を

臨機応変に考えていきたい。何をどのよう

に伝えるかをその都度考えていきたいと

思います。ただその時に、カメラマンや編

集者の意図が前面に出ることなく、 読者が

ダイレクトに作品や作者の思いに触れる

乙とができる頁づくりを努めています。

① たとえば、環境性能をテーマとしている

作品について、計画時に予測されたものが

はたして実現されているかを検証する連

載をやっています( 連載: 3年目の地球の

たまご) 。また、現代集合住宅考える上で

の重要な作品の現在の姿をルポする企画

も興味深いものでした( 現代集合住宅のオ

リジンを探る) 。保存改修、コンパージョ

ンなどによって建築に新しい意味や文脈

が与えられるの事例も数多く取材してい

ます。時間は建築にと って重要な要素す

が、普段はなかなか見えてこないものでは

ないでしょうか。保存改修、コンパージョ

ンなどは、まさに時間が目に見える瞬間で

す。その瞬間を捉えていきたいと思いま

す。このことは (1追跡調査j とは意味が

異なるかもしれませんが) 、新しい作品を

取材掲載する際に、既存の都市との関係を

明確にすることに繋がります。ひとつの敷

地の建築の更新は、都市にとっては他 を保

存した改築でありコンパージョンです。

① マーケテイ ング的な分類で行けば、専門

誌あるいは業界誌であり、専門分野の

人々、あるいは建築業界に顔を向けている

雑誌ということになるのでしょう 。現実に

雑誌を支えていただいているのは、そのよ

うな分野の読者の方々と広告を出稿して

いただいている多くの企業の皆様です。た

だ、 一般の方が建築に興味を持ち、アクセ

スしようとするとき、書店で弊誌を手にす

ることも少なからずあるはずですし、 他分

野から建築の専門誌として参照の対象に

なることもあるでしょう 。社会に対する建

築のフロント エ ンドの位置にもあると意

識しています。

⑦ 写 真の選定以前に、どのような写真を撮

影するかということが重要。ない写真は選

べません。撮影前の建築と設計者へのしっ

かりした取材と 何 を線影のポイン トとす

るかの撮影者との打合せが必要です。仕上

がった写真は設言ド者にご覧いただき、お考

えをうかがった上で、ページレイアウトを

制作する中で使用する写真を選定します。

弊誌の場合は、設計者への取材から、さま

ざまな調整・打合せ、撮影立ち会い、ペー

ジレ イアウトの制作、校正までひとりの編

集担当者が行い、撮影は弊社写真部が行い

ます。写真の選定は、設計者、撮影者との

コラボレー ションであるといえます。

① きわめて重要です。一枚の写真の力を信

じているという乙とでしょうか。風にそよ

ぐ梢のざわめきや漂う空気までも、写真に

写し込む ことができると思ってい ます。で

すからまずは、なんとしても風景の中に建



築がいかに建ち上がっているかを、そこに

込められた建築家の思いと共に伝えるよ

うな写真をものにすることを考えます。そ

んな写真を軸として頁を構成することが

理想です。

「メディアに載った情報j と「実際の建築j

にギャップがあり、「メディアに載った情

報」がひとり歩きして建築に正当な評価が

なされていない乙とがあったとすれば、ひ

とつには決定的な一枚が撮れなかったか、

あるいは、編集側の理解がまったく見当違

いであったためでしょう 。

① 残念ながらきわめて小さいと言わざるを

得ません。 6番の項目でお答えしたとおり

です。 (おおもり あさひこ)

0 0 - 0 0  

閉園

芸持l

『新建築住宅特集』

編集長

佐藤 勤

① 『新建築住宅特集J の母体である 『新建

築j 誌の創刊号の表紙には「住宅の研究雑

誌」と銘打つでありました。それは大正モ

ダンの中で、都市社会の発展と共に個性が

重視され、個人の住宅が重要な意味をもち

だした時代でした。そうした時代の要請の

中で 『新建築j 誌は創刊 され、後年その意

思を受け継ぎより発展させるために本誌

は創刊 されました。つまり、集積された 「建

築」の知識と紐験を母体に、住空間にまつ

わる先端情報を送り続けるというのがそ

の理念となります。

② 選定の明確な基準はありません。しかし、

掲載された建築作品そのものを巡って、あ

るいはその設計者が展開する建築論や設

計論を巡り、読者から広く議論が生まれこ

とを期待しています。それはすでにわれわ

れが共有している建築的な体験を超える

ものであることを期待していますので、そ

うした可能性をどのように、そしてどれだ

け感じさせてもらえるかというのが「選

定」の際に求めることとなります。

① 日常的な取材活動において、可能な限り

現地での取材を心がけています。ごと住宅

においては図面や写真だけで、すべてを理

解することは困難です。 しかし、諸事情に

より現地での取材が困難な場合は、設計者

への十分なヒアリングを行い補足するこ

ととなります。また現地を拝見することな

く掲載をお願いした場合、弊社専属のカメ

ラマンが撮影を行う際に担当編集者が同

行をしたり、撮影終了後の写真をもって設

計者と綿密に打 ち合わせを行うようにし

ています。

@ 社会の価値が多様化するなかで、住空間

にさまざまな期待が寄せられています。た

とえば芸術的な意義や学問的な成果、ある

いは資産価値や個人的な欲望の充足とそ

の多様さはこれまでの建築界の裾野をは

るかに超える広がりをもってきました。あ

るいはそれは建築家という職能の意味の

変貌を意味するのかもしれません。そうし

たことを前提としたときに、まず第一に、

編集部の意向のみを強く反映するのでは

なく建築家とのコミュニケーションをそ

のスター トラインとしています。そこから

多様な価値に応えることができる情報発

信を行うこと、そして時代に即した柔軟な

発想を大切にしています。

① 作品そのものへの追跡調査は、特別なケ

ースをのぞいて行っておりません。

① 本誌は建築専門誌ですので、主な購買対

象者は建築実務において設計行為を行な

っている方となります。一方で、ハイアマ

チュアとでもいえる建主の方も対象とし

ています。

⑦ 各作品には編集担当がそれぞれおりま

す。編集担当は建築家と事前打合わせを行

い、それに基づき弊社のカメラマンと現場

に赴きます。撮影終了後は改めて建築家と

打ち合わせを行い、その後誌面構成を行い

ます。誌面づくりを、設計者との相E 理解

を理想とするコラボレーションと考えて

いますので、写真の選定はそのプロセスが

決めていくこととなります。

① 動画が日常的になり、デジタル化が進む

今日においても 、現場を確実にとらえてき

た一枚の写真は、時間を超え、われわれが

認識することができる価値を凌駕する力

をもちます。たとえばそうした力を誌面に

注ぎ込んで、くれるのが建築写真です。

① 現状では決して大きなものではないかも

しれません。 しかし、建築雑誌という枠を

少し広げてみたときに、 一般誌での設計者

の取り上げられる頻度や内容を見ると、社

会の中での建築自体の価値はこと住宅と

いうビルデイングタイプに関していうと

面白い時代を迎えつつあるのかもしれま

せん。 ( さとう っとむ)

0 0 - 0 0  

『日経アーキテクチュア』

編集長

山本恵久

① 設計 ・施工、あるいは発注などの立場で

建築づくりにかかわる方々に対し、質の高

L ミ仕事を成し遂げ、質の高い建築をつくる

ための情報を総合的に提供すること 。その

ときに、建築に対する一般社会からの期待

や、利用者・生活者の視点を見失わずに情

報を取捨選択( 編集) し、質の高い生活環

境の創出に貢献すること 。 ( 以上、編集方

針の一部です)

② まず、「作品性J ( 作家性) を否定するこ

とはしていませんが、優先することもして

L ミません。編集部では、特定の文脈以外で

は「作品」という 言葉を使わないことが了

解事項にな っています。

諸々の計画( プログラム) 面や技術面で

の独自性 ・新奇性( 時に実験性) はポイン

卜になります。発注者 ・運営者との応答を

はじめ、その建築のライフサイクルプロセ

スの中に読者の参考となる点を見いだせ

るかどうかも重要です。掲載時には、発注
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者 ・運営者や利用者・居住者に取材する

ことを原則としています。独自性 ・新奇性

がどう機能しているか( どう受け入れられ

ているか) を「知りたい・伝えたL リとい

う編集部側の関心が大きな動機づけとな

ってきます。

① 主要な建築については、担当デスクなど

が事前に見るようにしています。住宅な

ど、何度も訪問することが難しいものの場

合は、設計者から受けたプレゼンを判断材

料とする場合もあります。

「作品としての出来・不出来J を問題と

する雑誌ではないため、運営・利用状況や

発注者の考え方などを取材する 価値があ

るかどうかを判断できればよく、事前の現

地検分は絶対条件ではないと考えていま

す( 掲載を決めた後、改めて現地取材を行

p ますので) 。ただ、ニュース性がやや弱

p ときなど、意匠的な好悪が判断に全く影

響しないわけではないため、「写真だけで

は判定できない( 現地を見た p) J といっ

た結論に達する場合もあります。

① 追跡のポイントは様々ですが、利用開始

後、時間のたった建築を取材する企画は

“ 売り物" となってきました( 完成時に掲

載したか否かにはかかわらず) 。

① 「建築設計事務所や建設会社に所属し、

意匠 ・構造 ・設備にかかわる設計 - 監理

者を軸とする。なかでも現場第一線に居る

30歳代、 40歳代の一級建築士の資絡保有

者を主要ターゲットとする Jf 施工、調査 ・

計画、積算・見積もり、建物管理などにか

かわる主要技術者( 一級建築士など) や、

不動産 ・ デベロッ ｊｾ ーなど発注者 側 に居

る建築技術者、および経営管理層をカバー

するJ といった想定です。

① 読者者- の方カか、ら

築設計者者r) " にもつとスポツトを当ててほ

しい、との声が届く乙とがあります。 しか

し、弊誌も含めて、“ 特殊( あるいは先鋭

的) " な事象をセレクトしなければ商業誌

としては成り立ちにくい事情もあるわけ

です。結果、多様かつ複雑な建築( をつく

る人) の世界が整理されてしまい、実像が

伝わっていない。といった意味で、マイナ

スの影響力を行使してきたことは否めな

22 

p と感じます。 ( 弊誌には「作品掲載」 以

外の要素が多く、様々な観点から事象を追

ってきたつもりです。ただ、予約購読制の

専門雑誌のため社会に直接訴求する回路

が欠け、乙れは諜題のーっと認識していま

す) (やまもと よしひさ)

0 0 - 0 0  
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発行所 曲目日

本建築協書

『建築と社会』

編集委員長

設楽貞樹

① 本誌 『建築と社会j は社団法人日本建築

協会の機関誌であり、大正 6年に創刊され

ました。 日本建築協会は本年 3 月に創立

90周年を 迎え、国土交通省所管の公益法

人中では最も古い歴史を持っており、建築

関係各部門の連携協力によって、建築界全

般の進歩発展を図るとともに、建築を通じ

広く社会に貢献することを目的としてい

る団体です。

誌名の 『建築と社会J もその活動目的を

表現するものであり、 創刊以来1023号( 本

年 6月号時点) の伝統を誇っています。

また協会の構成員が、学校、研究機関、

設計事務所、建設業、電気・管工 ・設備施

工業、建材業など建築に関するあらゆる分

野の個人、団体を会員に擁していることも

大きな特徴です。

したがって建築の視点だけにとらわれる

ことなく、幅広く“ 社会に対しての視点"

を常に持ち続けていることが本誌の特徴

であり、編集理念でもあります。

① 高い作品性を持ち、 建築関係の各分野か

ら参加する幅広い会員にとって紹介する

に値するものであり、 2 頁または 4 頁での

写真中心の誌面校正となるため、グラビア

の対象としての適正があると判断される

ものを選定基準としています。

“ 社会に対しての視点" と L 寸意味から、

社会的な関連の少ない個人住宅や、限定し

た人しか見ることができない建築等は掲

載対象としての優先度が低くなります。

① 計画段階( もしくは着工前) の資料( 新

建築調査表) をもとに選定を行うため、現

地での確認はしません。判断に窮する際

は、状況により図面類や直近の写真などを

資料請求し、再度選定および判断を行いま

す。

@ 機関誌という性格上、流行や新奇性、話

題性だけに目を奪われることなく、他のグ

ラビア系雑誌での掲載実績などにも左右

されずに、建築関係の各分野から参加する

幅広い会員にとって、情報として提供され

る事が有意義であること 。また、作品掲載

は会員の作品発表という側面を色濃く持

っていますので、本誌の中における掲載写

真の品質はきわめて重要であると考えて

います。会員の作品記録と して掲載意欲が

湧く質の高い印刷物とする ために、表現力

のある紙質の選定、色彩の色校正等に時間

とエネルギーを費やしています。

① 選定委員会としては行いません。

⑤ 社団法人日本建築協会の機関誌であるた

め、読者の大多数は会員です。一部、会員

外購読者( 個人、研究団体、図書館など)

があるもののけして多くありません。

⑦ 誌面構成を含めて設計者が行います。選

定委員会および編集委員会から誌面内容

に関する意見などは出しません。

① 会員および活動が西日本中心となってい

る実態から、設計・建設業界の元気さを表

すものであり、会員に刺激と活力を与える

ものでありたいと考えています。

① “ 社会に対しての視点" を常に意識して

編集にあたっています。社団法人日本建築

協会の活動の柱として位置づけられた機

関誌であり、“ 社会的影響力" には当ては

まりませんが、いい特集記事企画、いい作

品紹介等は会員に対する広義のサービス

向上につながり、会勢拡大のためにも最重

要と考えています。 ( しだら さだき)



大正6年3月に誕生した 日本建築協会 本建築協会雑誌」、さらに1年後には おりで、パックナンパー購入希望は、

(当 時・関西建築協会) の、 機関誌 「建築と 社会j と改題し、今日に至 日本建築協会事務局 (T E L 06- 6946ー

は大正6年9月に 「関西建築協会雑誌」 って L ミる 。 6981、FAX 06- 6946・6984) まで。

と題して創刊された。大正8年に「日 取り上げてきた特集テーマは下記のと 販売価格は1200円( 送料・消費税合) 。

「建築と社会」誌

特集一覧 ・1986- 2007
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杢乏l

京町家の耐震診断・

改修の促進に向けて

籾井太計司

京都市都市計画局建築指導部建築指導課担当課長

|此
京問家の保全. 再生のために~

京都の歴史と文化により育まれて きた京IIIJ

家は、まちづくりやまち なみ景観の貴重な資

源であるだけでなく、 都心居住を支える重要

な住宅ストックである。京町家は、都心部に

約28，000粁( 平成10年度調査、 都心部 4行政

区) 存在している。近年、これ らの京町家が

庖告ili や住宅として再生される事例 も多く見ら

れ、その価値が再認識されつつある。

これらの京町家は戦前に建築されたもの

で、 市慢性能が不足している場合が多く、耐

震性を向上させることが重要な謀題である。

この京都の貴重な歴史的資産で、ある京町家

を、将来にわたって良好に保全 ・再生してい

くために、 京町家の耐震化をm極的に支援す

る取り組みを進めている。

l 京町家の耐震化の問題点

京町家などの伝統的建築物は、建築基準法

に規定されている一般的な木造建築の工法と

異な るため、適切なffii 捜 診断、市躍改修の手

法が十分に確立されていなかった。

平成10年に建築基準法改正に よ り導入さ

れた限界耐力計算は、変形性能を評価する計

算手法で、京l町家などの伝統構法による建築

物に適した両初夏性能詞価手法である。しかし、

その難解さ等の理由からあまり普及していな

いのが現状である。

l これまでの取り組み

平成15年度に国補助金を活用して、「京IIQ

家の 耐 ｾｾ性 確保のため の改修工法マニュアル

策定調査」を行った。その結果、限界耐力設

言「法が京11町家の構造特性に適した有効な手法

であることが検証できた。

また、平成17年10 ・11月に兵庫県三木市

で行われた京IIIJ 家の実物大の振動台実験( 文

部科学省のプロジェクト) においても、限界

24  進策と社会 ・2∞7.8

耐力設計法の有効性が確認された。

さらに、平成17年度には、日本建築構造

投手|:諸協 会 (J S C A) 関西支部に委託し、「京

Il Q家の市撰 診断及び補強設言!のための限界耐

力言1-算の簡易計算手法の開発等に関する調査

研究」 を行った。

これらの調査研究等 を踏まえ、 一般の鐙築

士などにも活用可能な限界耐力計算法による

「京Il fJ 家向け耐震診断手法J を整備し、 今年

6 月に、この耐震診断手法に習熟した「京町

家耐震診断士」 を育成することを目的に、

J S C A関西の協力 を得て、京IIQ家 耐震診佐rr士

養成講習会を開催した。

この診断手法の整備及び講習会の開催と平

行して、京町家の所有者をはじめとする、 一

般市民向けのリーフレ ッ 卜 「京111] 家 両 捜 診

断・改修の手引き」の作成に取り組み、 今年

6 月から菌抗日している。

| 京町家に適した耐震診 問

Ci 京間家向け耐震診断手法J )

(1) 京町家の構造上の特殊性

在来の一般木造建築物に比べ、京町家など

の伝側溝法による建築物は、それほど大きな

耐力は持たないが、 大きな変形性能を有して

いると Lヴ構造上の特性を持っている 。

したがって、在来の一般木造建築物に適し

た従来の壁量計算を中心とした同協性能評価

法では、京111] 家などの伝統的建築協の耐慢 性

能を十分に評仰iすることはできなかった。

(2)  r京町家向け耐震診断手法J (限界耐力計

算法の普及型) の概要

① 「京町家向け師、j震診断手法j の意義

京III J 家の構造特性に適合 し、かつ現行の建

築基準法に適合した同様 評価手法である限界

耐力計算法は、非常に難解で、あった。

このため、 一般の建築士にも活用できるよ

うに、分かりやすく利用しやすい診断手法の

劉 請が必要であ った。京III J 家に用いられてい

る倒制持法に適した市慣診断及び補強設計の

ための限界耐力計算の普及型計算手法を整備

することにより、多くの建築技祢諸が利用で

きるようにし、京都市独自の者11心住宅である

京IUJ 家の適切な保全 ・再生を図り、良好な市

街地環境と都市防災の向上を目指している。

① 「京町家向け耐震診断手法j の特徴

従来、コンビューターで計算していた応答

計算について、建物の特性値 (耐力係数、減

衰定数) を応答計算シー ト( 図表) 上にプロ

ッ トすることにより、応、答値を算出するこ と

ができる。

この図表による応答計算により、今までよ

り容易に応答値を求める こと ができるととも

に、図表と L 、ぅ視覚的に分かりやすい方法を

使うことにより、京11汀家の所有者などに も計

算結果が理11解しやすいというメ リッ トがあ

る。

l 今後の取り組み

今年 9 月から、京IIQ家の所有者の希望に応

じて京l町家耐震診断士を派遣するとともに、

京III J 矧 探 改 修助成事業 を 掲庖し、 京IIIJ 家の

耐震化を積極的に支援していく 予定であ る。

( もみいたけし)

の 耐 司え

手震 4、
引診 吋

3 あなたの家は 京 慨 型? 在来工法型?

護

京都市

マ 宮町家型町 住 宅 と在来 ｉｩ￱ 型 申住 宅に ｉ ｾ こ の よう忽置いがあります

盤の多＼ｾ土星で ｔ Ｎ

量に筋。、 ｕ［ ｍｄｾ 医也ん Ｎ

土台協. . . .  されていま tt ん.

主に. . 朝日25*l : I f J に姐て§ れてい温度す.

。
やわらかさと粘り強さで

地震に耐える織遣です

圃圃 園町 ｾ Ｚ 申酎 ｾ，止 ￞ ｨｲ ＢＮ ・・・・

. に含緩" が使われています.

筋かいが固ヨら れていｾす Ｎ

コンクリ ト遣の. i:!I l)I ai P)d! ' す.

主に沼稲' " 匹以障に櫨てSれてい彦す.

。
かたさと強さで

地震に耐える章構造です

Ｍ ＮＮＮＮ ｾ ＼ｬ 江ゅ Ｑ Ｑ ｌ ｢ ［ｲ Ｇ ｊ Ｎ虫 色 ｦ Ｇ ， Ｑ 同 ＮＢ 町 司 ［ｪ Ｂ ， Ｚ ｪ Ｎ ｾ Ｚ［ ｪｺＺＺｴ｟ ｾ Ｇ ι ｦ ｪ ｵｲｾ Ｍ ｾ 盛 圃

梅原 ｉｊｕ と程表工足型が沼目レコた 例 道＼ｑＮＩ家 Ｇ ・ 践 し く ｉｾ 僚 級ｾ亡くにさも、
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CAS BE EでS ランクを取る

ためのメニューとノウハウ

ー(仮称) 梅新第一生命ビJレデインター

篠島隆司

側竹中工務自大阪本居設計部課長代理設備担当

f( 仮称) 梅新第一生命ヒぞルデイングJ は、

大阪の玄関口 「キタエリア」と 「御堂筋エリ

アJ を結ぶ要所に、 二つの敷地を一敷地とす

る区画整理事業として計画された、 地域の活

性化を目指す環境商調型のオフィスビルであ

る。北側に位置する露天神社への南門線は廃

道するものの、歴史ある露天神社の参道機能

は公関空地として確保することで歩車分離が

なされ、安全で快適な参道空間を形成した。

C A S BE E  ( 建築物総合環境性能評仙iシス

テム) は、 2003年に、政府支援のもと国際

的な基準をめざして産官学共同プロジェク ト

として組対占された J S B C ( 日本 ・サステナブ

ル ・ビ、ルディング ・コンソー シアム) におい

て開発された、建築協に自省する繍; 境性能評価i

を総合的に行うためのシステムである。

各自治体においても C AS BE E評価を確認

申請H寺に義務付けるようになり、大阪市では、

2004年から評価を行っているが、本建物は、

2005年に事務所ビルとしてC AS BE E大阪初

のS ランクとして公表された。

l 基本設計時のC A S B E E評価

C AS BE Eの評価は、環境品質 ・性能 (Q)

が高く、環境負荷 ( LR) が低いほど高評価

となる。Qは、 Ql : 室内環焼、 Q2 サービ

ス性能、 Q3 室外環境、 L Rは、L Rl : エネ

ルギ一、 L R2 資源 ・マテリ アル、 L R3:

敷地外環境に分けて評価される。

本建物では、建築主の環境西日慮、に対する取

り組みもあり、基本設計| 時点から様々な環境

配慮、設計を計画した。

・ダブルスキンによる外皮性能の向上 (Ql )

. 約40ni ごとの冷暖房フリー個別空調 (Q l)

給気口と排気口の距離を十分ぽ保 (Ql )

' OA フロアあり、 電気容量50 VA/  ni (Q2) 

- 空間のゆとり (1街高4.1m、天井高2.8m) (Q2) 

寸 分 訓捜 性 ・制振装置導入 (Q2)

.  i電力本予備線引き込み、 j:-t!l_上階に電気室 (Q2)

. 受変電、空調室外機の噌設スペース あり (Q2)

・周辺環境に応じた建物Jの配置、形状等 (Q3)

・熱負干削: CII 制 ( PAL値基準値の24%減) (L RI) 

・擬音、節水型便器による水資源保護 (L H2)

・既存建築地下躯体の再利用 (L H2)

. 1妨振装置等設置による騒音 ・振動防止 (L H3)

・外壁による反射光の影響な し (L R3)

- 屋 上 紺 時 ヒートアイランド対策 (L R3)

基本設計時の評価を 図， ( 左) に示すが、

A ランク (B E E = 2.3) の予想であった。近年、

入居テナントの環境に対する意識も高まって

L 、ることから、建築主から S ランク取得の要

望もあり、ランクアップを計 画した。

I  C A S BE Eランクアップの手法

基本設計の建物の形状や基本性能を詳細設

計において変更するととは困難で、あり、設備

を付b日することでランクア ップを目t旨した。

本計画では、 L Rl における設備システムの

効率化は満点であり、その他の項目から選択

した。付加設備 として、 Ql の光 ・視環境に

おける! 照明制御lの採用、 L Rl の自然エネルギ

ーにおける太陽光利用自然採光システム、ナ

イト パージ、クールチューブの採用、太陽光

利用、太陽書A利用、 L Rl の効率的運用におけ

るB E MS等の管理システムの導入が挙げら

れたが、新規性や効果を考慮し、ク ールチュ

ーブ、太陽光発電、B E MSを採用した。

また、採用することでQとL R両方に効果

のある項目があり、節水器具や雨水利用 -

Q2信頼性と L R2水資源の保護、健康被害の

おそれが少ない材料: Ql 空気質環境 とL R2

低環境負荷材料、が挙げられるが、これらも

採用した( 節水器具は基本設言十時から採用) 。

さらに、 Q2信頼性における電話局からの

引き込み 2 ルート 化およびL R2低環境負荷

材料における再生建築資材採用を行った。

上記の項目を加え、大阪市と協議し、公表

された評価 を図 1 ( 右) に示す。最終的にS

ランク ( BE E =3.2) の評価を受けることが

できたが、どの項目を採用するかの シミュ レ

ーションを繰り返した結果であり、 S ランク

評価を取るのは容易ではないと感じた。

C A S BE Eは環境性能を評価するツールの

一つであるが、行政、建築主、設計者が一体

とな って環境配慮に取り 組む指標として、高

評価ij の建物は価値が高まると考えられる。今

後も、基本性能として周囲環境への自己慮、や高

効率設備の採用を満足した上で、自然エネル

ギーの採用や低環境負荷材料の採用などを行

い、環境百日慮設計に取り組んで、いきたい。

( しのじま たかし)

lt' 哩函T(見 吋 l ' l 幅五台骨j 疋彊l'

' 国曲白血ムム司- . . . . t . . . _ ，_ . ， I ー

5ランク評価 ( CASB E E大阪公表)

ＺＡｉｉ ｉ ｎ 祝 窃 ｽ ｾ ｦ 色 刷 自 ｅ ｉ 罰 彊 ｉ ｈｾ Ａ 司 ＩｩＡ 珂 ｾ ｦ ･ｬｬ 占抱

BE E  =  建築物の環境品質性能 Q =  2 5・( 50- 1) =  6 5  =  2. 3 

建築物の環境負荷 L 25' ( 5- 5'R)  29 
Sランク取得のための検討

Q1 :  F台育食食材料の全面

使用

Q 2  雨水利用 (地上緑化

散水用) の採用

Q2  電話局からの引き込

み2 ルート化

LR1 クールチューブ

LR1 ; 太陽光発電 (5 k W)

LR1 :  BE MS等エネルギ消

費量の管理システム

の導入

L R2 雨水利用の採用

L R2 再生建築資材の採用

(3 品目)

L R2 健康被害のおそれが

少ない材料の使用

(4 品目 )

u- 1  呈 内 閣 現 Q- 2 サービス性能 Q- 3 室外環境( 敷地内)

:f問 問 6 同 1:f同日13:6J :f  ￬［ｾ ￎ＠ r T I i l  

1||||130||||J |||||||1  :f1011|j |  

ｺ ・ Ｎ ｈＡ［ ｨ ｊｬｩ ￞ｊ 叶 月 三 町 ｬ ， ｾ Ｇ ｉ ， 童画 院 事 ｬ ｾ ｾ ｬ ｲＯｊＩ ｴ Ｍ ＱＡ 司君 晶 耳 目 ］ 菅遁ｩ＿ＺＮ Ｑ ，

L R- 1  エネルギー ｾ＠ ｾ＠ Ｍ｟Ｎ ｾ＠
民順 守テリアル LR- 3 敷地外環境

‘|同 市 1

50

1 1  :1市円TJI 門 門 戸 例

:lLl lJJJ |;; ||μ J百 U:lu-」|;; ||

且- - ーー『ー-

LR- 3 敷地外環境

イ 門|日|同1:1同 門1:1同 門 戸

:f|日 11 11 11 1I:U L上|111 [['011 

図 1 S ランクを取得したポイ ン卜
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日本建築協会建材委員会
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新建材

の頁

はりまかせ専用金物取り付け例

サワタ建材は施工庖として責任施工が可能

であると同時に、メーカーとして部品の供給

もできるので、各種場面で検討いただけるも

のと思われます。 (官 知史/ 建材委員)

SGアングル

ー+

図 1

性能以外の特徴はそのまま当てはまるので、

一般仕上用の下地としても広く採用できるも

のと期待される。

l 耐火認定の取得

図 2(1)， (2)のコ型 ( 3 辺被覆) の場J合の表

1 の 2 タイプについて、腕日本建築総合試験

所の評価を得て、国土交通省の認定番号を既

に取得している。なお、認定は強化せっこう

ボードの組み合わせに限定されている。

図 2 (3)， (4)のL 型 ( 2辺被覆) の場合も、

慨に試験所の評価 を得て、近く認定番号を取

得できる見込み (6 月H寺点) なので問い合わ

せされたい。

l 鉄骨梁用耐火工法の紹介

耐火被組工法においては、耐火性能、部位、

仕上に応じて従来から各種工法が使い分けら

れている。中でも、耐火ボード類を耐火被担

に用いる工法は、仕上仕様の選択のl隔が広が

るために広く使われている。この場合、耐火

ボード類の下地に軽鉄を施工することになる

が、施工l時火災安全性と仕上り精度の函等で

多少なりとも問題をかかえていたことと思う 。

今回は、従来の軽鉄に替わり、 H型鋼鉄骨

梁に簡易に取り 付け られる金具と軽鉄と強化

せっこうボードを組み合わせた耐火被額工法

「はりまかせ」を紹介する。耐火認定も取得

済 み ( 一部見込み) である。

，.  H型鋼梁の耐火被覆工法として

い) 施工時の火災危険性を低減

ボルト・ナットで梁に固定する本工法は、

従来の軽鉄工事のような溶接を伴わないた

め、施工|時の火災危険性を低減できる。また、

職人の溶接ヒューム、粉塵等による健康被害

も低i減できる。

(2) 仕上り精度の向上

はりまかせ専用金物により、 H型鋼の反り、

施工誤差等を気にせず容易に韮ー直、水平のレ

ベル調整ができ、 仕上り精度も向上する。

(3) 施工が簡便・工期を短縮

はりまかせ専用金物で垂直、水平を出し、

ボルト ・ナットで固定し、 J IS軽鉄下地を金

物に取り付け、強化せっこうボードを軽鉄下

地に取り付ける。施工が簡便であり工期も短

縮できる。 (図， )  

(4) コストの削減

施工能率が高いため工賃( 人件費) を圧縮

できる。金物のコストを考えても、 トータル

コストを削減できる 。

(5) その他

アスベストを含まない強化せっこうボード

を用いる。H型鋼を傷つけずに取り外しが可

能なため、リフォーム対応、が容易である。面

材を使うため仕上材の| 隔が広がる。

2 .  H型鋼梁 ・柱への仕上下地工法として

本工法は、耐火被覆工法に限らず、 H型鋼

の鉄骨柱 ・梁に対する軽鉄下地工法としても

利用できる。この場合は、面材として強化せ

っこうボード以外の選択も可能である。耐火

認定番号

区分

S G- 1  (1 時間耐火)

SG- 2 ( 2 時間耐火)

認定番号

FP060BM -0173 

FP120BM- 0174 

表 1

名私

強化せっこうボード被毅/ 鉄骨' はり

強化せっこうボード重被覆/ 鉄骨はり

l はりまかせ工法の特徴

l 強化石膏ボード 21 " ，"

園地あて材

SGプレートO.5 x 50

(2) コ型断面 (耐火2時間)

はりまかせSG- l ( 耐火 1時間)

(3)  L 型断面 (耐火2 時間)

はりまかせ工法の概要 ((3)、(4)は認定見込み)

(3)  L  型断面( 耐火 1時間)

図 2
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砂京都国際デザイン会議

クムルス2008を前に

2008年 3 月27日( 木) - 31 日( 月) 、国立京都

国際会館と京都精華大学において、世界最大

規模のデザイン・ 美術系大学連合組織 [ クム

ルス J の国際デザイン会議が開催される 。海

外40カ国からデザイン・美術系の教職員、デ

ザイナ一、デザイン関係者が200名以上集ま

るが、この国際デザイン会議を前に、デザイ

ン美術系大学の学生を対象としたコンペを実

施する 。

・国際学生デザイン コンペ作品募集

「クムルス」 加盟校の学生と、日本の芸術 ・

デザイン系大学、大学院、専修学校の学生を

対象とし、“ デザインの最終的ゴールは「し

あわせ」にある" というコンペの主旨に沿っ

て学生の視点から画期的、挑戦的、革新的提

案を求める。

応募部門 ・A 部門 for ECOLOGY I地球

と共に生きる 。そして j  

• B部門 for TRADI TI ON I伝 統

を活かし伝える 。そして j  

• C部門 for SAFETY I人や都

市を守る 。そして…」

応募分野 グラフイツク / プロダクト / イン

テリア/ テキスタイル/ クラフト

/ 環境/ 建築/ メディア/ 映像-

応募期間 2007年 7 月23日- 9 月28日必着

審 査 員 高 松 伸 ( 京 都 大 学 - 建築家)

須藤玲子( テキスタイル) ほか

賞 金グランプリ「しあわせのデザイン」

賞 l 点100万円、ほか各部門賞と

企業インターンシップ賞

応募の詳細はht tp: //www.kyoto-seika.ac.j p/

CUITIul us/ を参照。

砂建築環境デザインコンペ

ティション実施

これからの建築・都市機能の方向性を探ろう

とする、東京ガス側主催「建築環境デザイン

コン ぺティション~建築と設備のトータルな

調和を求めて - J は、 21回目を迎える 。

か ら だ あ た ま

今回の謀題は 「身体と頭脳を鍛えるコミ ュニ

ティモデルJ。新しいコミュニティ形成の核

となる }i I ! i 設を、新しいアクティビティを期待

する意味を込めて 「コミュニティモデル」と

u乎び、この施設に適した環境や設備のあり方

の提案を募集している 。

登録 2007年10月5 日( 金) 一当日消印有効一

htt p: // kenchiku.  tokyo-gas. co. jp/ 

か ら 応 募 登 録。 官 製 ハ ガ キ かFAX

(03-3818-6742) で登録する場合「建

築環境デザインコンぺティション」と

明記し、所要事項を書き添え て、新建

築社内のコンペティション係へ。

提案平面・配置・断面・設備システム図と

その基本的考え方の、透視図もしくは

模型写真、その他詳細図、あるいは簡

単な説明文。縮尺は自由。

中判ケント紙に図面を収める 。青焼き、

CAD、鉛筆、着色、写真貼付は可。

ただし、ディスクでの応募は不可。

提出 2007年10月15日( 月) までに、新建築社

内 「建築環境デザインコン ペティショ

ン係J (〒113-8501 東京都文京区湯

島2-31-2 TEL 03-3811-7101) へ。

審査伊東盟雄( 伊東盟雄建築事務所代表)

ほか 7 委員

賞 金 最 優 秀 賞 1点150万円、俊秀賞 3 点各

50万円、佳作10点各20万円

詳細は、建築環境デザインコン ペティション

事務局 (c掬建報社内、 TEL 03-3818- 1961) ヘ。

砂ビオトープ管理士試験実施

平成19年度「ビオトープ管理士」試験は、 9  

月に全国15会場で実施される。

日 H寺 2007年 9 月30日( 日)

会 場 札幌・秋田・ 仙台・郡山・東京・新

潟 ・長野・金沢・浜松・名古屋・

大阪・広島・徳島 ・福岡 ・鹿児島

手数料 l 級13，000円、 2級9，000円

申込み 2007年 8 月17日( 金) まで。

「受験の手引き」は無償ダウンロー

ドで配付 。ht tp: //www.ecosys.or .j p/

問い合わせは、主催の例日本生態系協会ビオ

卜ープ管理士担当 (TEL 03- 5954-7106) ヘ。

砂「建築仕上診断技術者」

資格取得講習会

(紛建築 ・設備維持保全般進協会 (BELCA)

の資絡「建築仕上診断技術者j 取得のための

講習会。大阪での開催は以下の通り 。

開催日 2007年 9 月19日(水) - 9 月21 日( 金)

1 日目 9: 50- 17 :  40 i  

|計19時間の

2 日目 9: 00- 17 :  00 ｾ＠
| カリキュラム

3 日目 9: 00- 16:  45 J  

会 場 大 阪 府私学教育文化会館 ・講堂

大阪市都島区網島町6-20

受訪A 料 50，400円( 消費税、テキス卜含む)

申込み 2007年 8 月20日( 月) まで。

所定の受講申込書のほかに住民票な

ど必要書類を添えて、配達記録また

は簡易書留にて郵送する 。

受講資稿、受講申込書類の 内容については、

BELCA ( 電話 03-5252-3873、 http:/ / www.

belca.or .jp) へ確認された L 、。
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砂「安全開口部生産評議会」結成

2007年 6 月、ガラス入り特定防火設備 の認定

取得企業 5 社が、 ドア ・慾 ・ガラス壁などの

開口部の安全を考える任意団体 「安全開口部

生産評議会」を結成した。安全への自主表明

を行い、自らの行動指針を対外的に宣言 して

いるのが特徴で、 ユ ーザーとともに安全な環

境づくりを目指している 。 テーマは障害安 全

性、防災安全性、セキュ リティ、環境安全性。

参加企業は鍬矢工業、日 掌工業、紅雲製作所、

清水サッシ、東北鍬矢工業の 5 社。監修に、

松 山賢工学博士( 東京理科大学) が参画し、

当初はウェブサイ ト 1O-safety J での活動が

中心となる 。ht tp: //www. O- safety.net

安全開口部生産評議会事務局 03-3567-8441

砂医療福祉建築フォーラム2007

(初 日本医療福祉建築協会 (J I HA) のフォー

ラムは、今年は 17 :  1看護」と「都市の高

齢者の住ま L リ を軸 に企画した。

1 日目は、話題の「榊原記念病院の計画」ゃ

「公立病院の再生と医療法人改革J IP FI後の

S PCで の 施 設 維 持 管 理 の 実 際」 の話の後、

シンポジウムで 17 :  1看護のその先~どう

なる、看護の質と病棟計画- J を話し合う 。

2 日目は「介護保険にとらわれない特定施設

の意味J 1独特な 地域展開を進める愛知たい

ようの社での事業者と設計者の協動」 の後、

午後から「都市における高齢者の住まいのさ

まざまな可能性j を事例紹介とシンポジウム

で考えてみる 。

なお今回は、 J I HAの会員外は l 日のみの出

席ができるようにしている 。

会 期 2007年 9 月13日( 木) . 14日( 金)

9  :30- 16: 30 

会 場 建 築 会 館 ホ ー ル

東京都港区芝5-26-20

定 員 120名( 定員になり次第締め切り)

参加賀 一般35，000円、 J IHA会員20，000円

一般の 1 日だけの受講は20，000円

申込み F AX  (03- 3453-7573) またはHP から

も申し込み可。http: / /www.jiha.jp

炉DE S I GNE RS S HOWC A S E  

参加者募集

インテ リアのプロと企業をつなぐ国際展示会

とセミナー I I PEC-2007J  ( 有限責任中間法

人 日 本 イ ン テ リアプランナー協会主催) で

は、デザイナーが主役となるデザイン提案の

場〈デザイナーズ ・ショーケース〉への参加

者を募集している 。

会 期 2007年11 月21 日(水) - 24日( 土)

28  

会 場 東 京 ビ ッ グ サ イ ト 西展示棟

テーマ 「ひ と 環 境 デ ザ イ ン」

内 容 デザイナーのデザイン提案やアイデ

アを、インテリア関連企業とのコラ

ボレーションにより実体化 し、 IPE C

において提案・発表・発信する 。

応募者 デザイナーまたはデザイン事務所・

建築設計事務所と、インテリア関連

企業とがチームを組み応募。

出展 料 ・ラージユニッ ト ( 3 x  3  mのスペ

ース) 1ユニット 32万円( 税抜き)

・ス モ ー ル ユ ニ ッ ト ( l. 5 X l. 5  m )  

l ユニッ ト10万円( 税抜き)

※ 占有面積 内での展示は基本的に自 由

応募先 2007年 9 月28日締切。応 募 はI PE C

事務局( デルファイ研究所内、東京都文

京区関口ト24-8、TEL 03-5261-5021)  

詳細はhttp: //www. ipec2l. jpI2007/  ds.htmlヘ。

砂国立西洋美術館と企業の

コラボレーション

国立西洋美術館( 青杉11正規館長、東京都台東

区上野公園) は、独立行政法人の特色を活用

して IOP E N MuseumJ の試みを今夏より展

開していくことを予定している 。

IQppor tuniti es for  .!:. eople's E_njoyment and 

旦etworking (OP E N Museum)  J とは、開か

れた美術館を目指す意思を表している 。 より

多くの、幅広い年齢層に美術を理解し楽しん

でもらうよう、国立西洋美術館は セイコーエ

プソン側、エプソン販売側とコラボレーショ

ンし、今後 3年間、企業とのパ ートナーシ ッ

プで美術館普及活動を展開することとした。

たとえば、外光が注ぐ環境下では原画は展示

できないが、デジタルプリン卜されたものは

明るい場所で顔を近づけて見るととができる 。

エプソンのマイクロピエゾテクノロジーを，駆

使すれば、筆のタッチや色の重なりなど原画

の微妙なニュアンスを感じることも可能だ。

国立西洋美術館では、 IOP E N MuseumJ を

展 開する上で、インクジェットやスキャナ、

プロジェクターなど画像映像機器で優れた技

術を持つエプソンとのパートナーシップは、

大きなポテンシャルを持つものと考えている 。

国立西洋美術館

open  museum 

LPARTNER ｅＺｾｾＨＩｾ＠

砂卒業設計日本一展2007

建築界の甲子園と呼ぶにふさわしい、熱気あ

ふれる卒業設計展がギャラリー・聞で開催さ

れる 。

展覧会は、「仙 台建築都市学生会議J (東北大

学、東北芸術工科大学、東北工業大学、宮城

大学の建築関連学科の学生有志で構成) と、

「せんだいメディアテーク」が共催する「せ

んだいデザインリーグ卒業設計日本一 決 定

戦」の上位入賞者の作品展示を中心 に、参加

作品のポートフォリオアーカ イヴの閲覧、審

査過程のビデオの紹介などで構成される 。

会 期 2007年 8 月22日( 水) - 8月31 日( 金)

11: 00- 18: 00、 日JI程 - 月曜休館

会 場 ギ ャ ラ リー ・問 TEL 03-3402- 1010  

東京都港区南青山1- 24-3

T OT O乃木坂ビル 3 階

入 場 無 料

砂竹中大工道具館企画展ふたつ

• 1ア ジアの墨壷j 展

日 本 - 中 匡1. 朝

鮮 ・東南アジアで

用いられた墨 壷 を

収集し、あわせて

使用法や製作法を

解説したパネルや

映像を展示する 。 朝鮮の墨査

会 期 2007年 7 月 3 日( 火) - 9月30日( 日)

9:30- 16:30 ( 入館は16:00)

月JI 盟休館( 祝日の時は翌火隈休館)

場 所 竹 中 大 工 道具館 TE L 078-242-0216  

神戸市中央区中 山手 通4-18- 25

入館料 一般300円、大高生200円、中小生100円

・ 「削 る 鈎 の世 界一 j 展

「大工道具の王様」と もH干ばれる鈎。大切に

使い込まれた数々の鈎を通して、その歴史や

機 能 ・製 作 技 術 ・ 使 用 方 法 、 そ し て 海 外 の

様々な鈎について紹介する 。約 170点を展示。

ヨ一口ッri の

溝切鈎

(オース 卜リ

ア、19世紀)

会 期 2007年 8 月 6 日( 月 ) - 9 月21 日( 金)

10:00- 18 :00 ( 最終日は17:00まで)

日JI 程・祝日 . 8115- 8/19休館

会 場 GAL L ERY  A"  ( ギャラリーエークワッド)

東京都江東区新砂1- 1- 1

竹 中工務庖東京本庖 l 階

入 場 料 無 料



砂上村三代 受け継が‘れる想い

装飾の美と簡潔の美という上村松岡・松箪 ・

淳之が共に大切にしてきた作画への想いに焦

点を当て、彼らが目 指し た 日本画美の世界を、

本 画 約20点 と 下 絵 ・ 素 描 約10点で紹介する

松伯美術館の常設展。

会 期 2007年 7 月26日(木) - 9 月 9 1: 1  ( 日)

10: 00- 17:00 月曜日休館

会 場 松 伯美術 館 T E L 0742-41-6666 

奈良市登美ヶ丘2- 1- 4

近 鉄奈良線〈学園前〉よりパス 5 分

入館料高大生を含む大人800円、小中生400円

展 示 ・装飾li の美一松園「花見H 楊貨妃j 、

松筆「万葉の春H 白木蓮」、淳之「月

汀J 1水辺の四季j など

・簡 潔 の 美 松 園 「 人 形 っ か い j

「雪j 、松重「真鶴H雁金j 、淳之 1111

湖J 1月明に舞う 」 など。

上村松園「人形つかし リ 1910年

砂2007イタリア・ポ口一二ヤ

国際絵本原画展

イザへ‘ル・ シャ テラール ( フランス)

「ク リス マスのテデ ィベアJ

毎年春にイタリアのボローニャで開催される

児童図書見本市 「ボローニャ児童図書展J に

fJt- 設さ れて、 「イラストレ ーション コンク ー

ル 」 が実施されている 。 このコンクールは、

プロ ・アマにかかわらず審査を受けら れ る公

募展で、今年は58カ国2，653組の イラストレー

ターから応募があり、1 : 1本人17名を含む23カ

国85組のイラストレーターが入選している 。

西宮市大谷記念美術館は、入選作品の原画と 、

2006年に「国際アンデル セ ンttJ を受賞した

ドイツ人イラストレーターのヴォルフ ・エァ

ルブルッフの作品を展示する 。

会 ｊ ｾｾ 2007年 8 月25日(土) - 9月30日( 日)

10: 00- 17: 00 水|曜日休館

会 場 西宮市大谷記念美術 館

西宮市中浜IIrJ 4-38

阪神電車「香機園j 駅から徒歩 6分

入 館料 一般800円、高大生600円、小中生400円

※ 招待券は日本建築協会 (TEL 06-6946-6981)ヘ。

砂川村記念美術館所蔵「巨匠と

出会う名画展J

1990年 5 月に千

葉県佐倉市に開

館した 川村記念

美術館は、大 日

本インキ化学工

業側が運営する

私 立 美術 館 で、

そのコレクショ

ンは質の高さに

おいて高い評耐

.-1. I  パブ 口・ピカ ソ { シルヴ 工 Y

を得ている 。 ト} 1954年

川村 記念美術館 311Y; た; rconMoP  

の大規模改築による休館に合わせて、兵庫県

立 美術 館で川村コレク ションを展示すること

が計画され、 7 月末から 63日問、約65点が展

示される 。

会 期 2007年 7月28日( 土)- 10月 8日( 月・祝)

10: 00- 18:00( 金 - 土 は20時まで)

月限休館 (祝日は開館、翌火i曜休館)

会 場 兵 庫 県 立 美術館・企画展示 室

神戸市中央区海岸通1-1-1

阪神電車「岩屋駅」から徒歩約 8 分

間覧料 一般1，200円、大高生900円、中小生500円

展 示 ① レンブラントの部屋- レンブラン

卜・フ ァン・レイン 〈広っぱl帽を被

った男> • 

① モダン・アートの幕開けーク ロー

ド・モネ G唾蓮〉、ルノワール

① 前 衛 の JI寺代 ルネ ・マグリット

〈冒険の衣服} 、エルンスト

①抽象美術 の黄金期ーアレクサンダ

ー ・カルダー 〈四つの白い点〉、ジ

ャクソン ・ポロック 〈緑、黒、黄褐

色のコンポジション} 、ウ ォーホ ルー

⑤ ポップ ・アー トとフランク ・ステ

ラ一フランク ・ステラ 〈トムリン ソ

ン ・コート ・ノTーク 〉 ほか

⑤ 日本絵画の流れ一 長谷川等 伯 〈烏

鷺図〉、横 JJJ 大観 〈輝く日本〉、尾形

光 琳 〈相11に水鳥〉、柄本関雪 { 木 蘭〉

※ 招待券は 日本建築協会 (TEL 06-6946-6981)ヘ。

砂j レ・コ J レビ‘ ュジ、工 :

アンビル卜 未完の建築-

生 誕120年の今年、ル ・コルビ ュジ エの実 現

できなかったプロジェク トを通して、 ル・コ

ルピュジエの新たな 一 面を発見できれば・・

と、ギャルリー・タイセイでは、ル・コルビ

ュジエ自選「作品集J の中で、大切 に扱 ってい

る未完のプロジェクトを、 ｉ ｾ ｉ 面、スケ ッチ、

映像などによ って展観する 。入場無料。

会 期 2007年 7 月30日(月 ) - 10月12日( 金)

10:00- 17:00 土1: 1. 祝日 と8/ 13 - 17休み

会 場 ギャルリー・タイセイ

東京都新宿区西新宿ト25- 1

新宿セ ンタービル171潜

展 示 ・1920年代ー ヴオアザン計画 (300万 人

のための都市計 画) / ムンダネウム( 美

術館など) ・1930年代ーソビエ トノTレス

( 大規模ホール建築) / 10万 人 収容 の

国立スタジアム ・1940年 代ー サン卜・

ボーム( 洞窟の礼拝堂など) / ロク ・ロ

ブ計画( リゾー トホテル) ・1950年代ー

チャンディガールの総督公邸 ・1960年

代ー ス トラスプールの会議場/ ブラジ

ルのフランス大使館/ オリベッティ セ

ンター( {iJf 究所) / ヴェネツィアの病院

砂メルテインク、・ポイント展

IMelti ng  Poi nt J とは〈融点)。 固体が融解し

液 体化する温度であり、固体と液体が共存す

る瞬間である 。 この展覧会では、異なる 二つ

のものが 同時 に存在する H寺、“ ; 場" を象徴的

に表すものとして用いら れている 。

http: / / www.operaci t y.jp/参照。

ジム ・ランビ一、渋谷清道、 エルネ ス ト・ネ

トにより展示空間に合わせて制作 されるイン

スタレーシ ョンが、東京オ ペラシ ティアート

ギ ャラ リーの空間を作品へと変容させる 。

会 期 2007年 7 月21日(土)- 10月14日( 日)

11 ・00- 19・00 (金 ・土は20: 00まで)

月11m日休館( 祝日のとき翌火|曜日 )

会 場 東京オ ペラシティアー トギ ャラリ ー

東京都新宿区西新宿3-20-2

入場料 900円、大高生700円、中小生 500円
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理事会

第 1 回通常理事会

6 月 6 日( 水) 15:  00- 15 :  35 

出 席 者 佐 野 会 長 ほ か44名( 委任状含む)

場 所 O MMビル 2 階 1 号会議室

議 事 ( 1  ) 平成18年度事業報告( 案) の

1LI'  

( 2 ) 平成18年度収支決算報告( 案)

の件

第 1 回臨時理事会

6 月22日( 金) 16:  35- 16  :  50  

場 所 OMMビル地下 11省ギャラリー

出席 者 佐野会長ほか46名( 委任状含む)

議 事 ( 1  ) 役付役員選任の件

( 2 ) 常設委員長並びに常任理事

委嘱の件

( 3 ) 理事の会務分掌の件

第 1 回通常総会

6 月14日( 木) 16 ・05- 16: 33

出 席 者 佐 野 会 長 ほ か888名

(1，805口 委 任 状 含 む )

場 所 O MMビル地下 l 階ギャラリー

議 案 ( 1  ) 平成18年度事業報告( 案) の

件

( 2 ) 平成18年度収支決算報告 ( 案)

の件

(3) 役員選任の干|

30 遁築と社会 ・2∞7.8

評議員会

第 1 固定時評議員会

6 月 6 日 ( 水) 14:  05- 14 ・40

出席者 佐野会長ほか39名( 委任状含む)

議 案 ( 1  ) 役員候補者選任の件

報 告 ( 1  ) 平成18年度事業報告( 案) の

件

( 2 ) 平成18年度収支決算報告( 案)

の件

編集委員会

第 3 回編集委員会

6 月13日( 水) 18:  00- 21 :  00 

出席者 設 楽 委 員 長 ほ か 6名

議 事 ( 1 )  7 月号「住まいの設備と空

聞の移り変わり j 特集経過

報告

( 2)  8 月号「建築系雑誌が伝え

るものJ 特集経過報告

( 3)  9 月号法令特集の企画

( 4)  10月号「第5'1回青年技術者」

特集報告

( 5)  11月号施工材料特集の企画

( 6)  12月号構造特集の企画

( 7) 作品作風、広告企画、 10年

委員会からの報告

(8 ) 読者アンケートの実施に向

けて

( 9 ) 収支状況報告

第 3 回構造分科会

6 月 8 日( 金) 18 :  20- 20 :  20  

出席者 房 安 幹 事 ほ か 5 名

議 事 ( 1)  19年度構造分科会体制

( 2)  r構造の頁j の企画

( 3)  12月号構造特集の企画

( 4 ) 情報交換

第 3 回設備分科会

6 月6 日( 水) 18 :  00- 20 :  30 

出 席 者 赤 滞 幹 事 ほ か 6名

議 事 ( 1 )  7 月号「住まいの設備と 空

間の移り変わり j 特集報告

( 2)  r設備の頁」の企画

( 3 ) “ 測定機器 シリーズ" 頁の

企 画

第 3 団施工材料分科会

6 月 5 日( 火) 17 :  00- 18 :  00 

出 席 者 藤 丸 幹 事 ほ か 5名

議 事 11月号特集テーマについて

第 3 団法令分科会

6 月6 日( 水) 15 :  00- 16 :  30 

出 席 者 片 岡 幹 事 ほ か 2 名

議 事 ( 1 ) r法令コーナー」の企画

( 2)  9 月号法令特集の企画

( 3 ) 情報交換

第 3 回作品作風小委員会

6 月28日( 木) 19:  00- 20 :  00 

出席 者 井 上 副 委 員 長 ほ か 8 名

議 事 ( 1  ) 作品の選定 5作品

( 2 ) 作品の掲載状況並びに掲載

予定の報告

( 3)  r  gall eryJ 掲載報告 ・予定

( 4  ) 前回の編集委員会の報告

( 5 ) その他

第 3 回広告企画小委員会

6 月13日( 水) 17 ・00- 18 : 00 

出 席 者 前 回 副委員長ほか 2名

議 事 ( 1 )  2 月号特集の企画

( 2)  7 月号「住まいの設備と空

間の移り 変わり j 特集経過

報告

( 3)  8 月号「建築系雑誌が伝え

るもの」特集の企画

( 4)  9 月号法令特集の企画

( 5)  10月号「第54回青年技術者J

特集の報告

(6)  11月号施工材料特集の企画

( 7 ) 新しい広告頁の企画

( 8 ) 広告掲戦状況

第 2 回10年委員会

6 月15日( 金) 19:  30- 20  :  00 

出 席 者 前川副委員長ほか 3名

議 事 活 動 の 方 向 性 に つ い て

出版委員会

第 3 回出版委員会

6 月21日 ( 木) 18:  00- 19  :  00 

出席 者 上 原 委 員 長 ほ か 9名

場 所 住 ま い の 研 究室

議 事 ( 1 )  ( プロのノ ウハウ 〉 と特装

本の経過報告

( 2 ) 進行中のテーマについて

( 3 ) 出版記念講演会について

( 4 ) その他

教育委員会

第 1 回講 習 会 小 委 員 会 講 師打合せ

6 月18日( 月) 18:  00- 19 ・00

出席者 河 野 講師ほか 2 名

議 事 ( 1  ) パンフレット内容の改訂に

ついて

( 2 ) 本年度の 開催内容について

入 会 者 ( 敬祢略)

〔個人正会員〕

亀井 清/ 鮒他鉄組

塚口良佐子/ 大阪柿際女子大学

中J[ I 守 / * 川一級建築設計事務所

西 原 泰 宏/ 陶西原塗装工業

藤 崎 匡 Il l V阿部電気工事

森 本 博 久/ (初森本ガス住設

矢 野 佳 英/ (初矢野商会

渡 辺 俊 之/ 海 設 計 工 房

. 言ト報

〔名誉正会員〕

馬 国 政 行 氏 側 馬 田 工 務 庖



4 月号の 「終末医療施設 ( 家) としての京町家

復活J (泉紀世史・大坪欽禰・堀口利夫氏) は、

再生京町家を用いた地械医療の地道な活動が評

佃iされた。

一方、建築作品部門の 4 点については、 以下

のとおりである 。 3 月号の 「産業技術記念館10

周年記念事業」は、建物保存の中に産業の流れ

展示と体験学習を盛り込んだことが評価され

た。 5 月号の 「西谷ふれあい夢プラザ」 は、施

設再生における巧みな新旧組み合わせが評価 さ

れた。 8 月号の 「関西大学総合学生会館メディ

アパーク凄風館」 は、若者を対象とした建築形

成の斬新さが言平価された。 9 丹号の 「県立西播

磨総合リハビリテーションセンター リハビリ

中央病院j は、“ Lミやし" の建築空間i構成が評

価 された。

以上の記事、建築作品のほかに、 両部門とも

多くの優れたものがあったが、選出点数の関係

から 、残念ながら入賞に含めることができなか

った。 さらに次の機会に期待したい。

最後に、入賞' の皆掛にお祝L、申し上げるとと

もに、この企画にいろいろとご尽力、ご協力下

さった読者、編集委員会はじめ関係者の皆様に

厚く感謝申し上げます。

第 6 回読者と選ぶ「建築と社会」賞

総 評

第

6

回

匪畠

玉玉三

本年度で第 6@] を迎える読者と選ぶ「建築と

社会J 賞については、本誌2006年 1 月号から

12月号までの12iHf に掲載された記事および建

築作品を対象として、読者からの投票を基に、

編集委員会からの推薦を中心 に選考が行われ

た。論考部門、建築作品部門ともに、それそ守れ

10を超える記事およひ'作品が推薦され、 2007

年 4 月13日に開催された選考委員会おいて、本

誌「建築と社会」の目指す理念 ・使命に相応し

Lミ内容を念頭に置きながら、慎重な審議を経て、

別掲のように入賞とする記事及び建築作品を選

出 した。

まず、論考古11門の 3点について述べる。 l 月

号の 「なぜ六甲道駅南地区再開発事業は10年

間で完成したか一住民の合意形成過程の検証

J  (有光友輿氏) は、 地域再開発プロジェク

ト実施への住民の真撃な取り組みの検証が評価

された。 3 月号の 「地方文化の源流を訪ねて一

東海道47番目の宿・関宿一J ( 向島村明彦氏) は、

歴史の中での 「宿j の位置づけが評価 された。

井上
選考委員長

論考部門入賞

なぜ六甲道駅南地区再開発事業は 10年間で完成

したか- 住民の合意形成過程の検証一 有光友興

2006年 l 月号掲il 世

間もなく有光さんの一周忌になります。「生

涯再開発」を志して生きた有光さんの、最後に

残した論考が今回受賞になりました。

再開発事業は、関係者のエゴが生々しくぶつ

かり合う修羅場を何度も乗り越えることになり

ます。そのような場で有光さんは、 |時に、敢え

て歯に衣着せぬ正論を口調激しく語りました。

関係者にはしばしば煙たがられる存在にもなり

ました。そうやって出来て Lベ 都市の再開発に、

有光さんは深い諦観をも って取り組んで、いたよ

うに私は思います。

生前の数年、有光さんは死を覚悟していまし

た。今回受賞した論考は、有光さん40年の再

開発人生を振り返る遺稿となりました。会員 ・

読者の皆様に、行聞にこめられたそのような有

光さんの様々な思いを読み取って頂いたのでは

ないかと思います。

受賞は、単に論考の受賞であるだけでなく、

再開発に生きた有光さんへの皆様の最後の拍手

であるように私には思われます。傍らで生きた

私からも、 心からお礼申し上げます。

( 京都造形芸術大学/ 井口勝文)

( 6 rJ ;lC) 
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有光友興

大阪市立大学大学院修了

昭和43 (1968) 年 9 月 竹中工務応入社

平成 5 (1993) 年環境! ? 日発研究所大|仮事務所長

平成12 (2000) 年 4 月定年退職

平成18 (2006) 年 7 月 病 没

・平成 7 年 再開発コーディネーター協会「高山

賞j 受賞

.  i生涯再開発J を掲げ、門真プラザ、 川西駅、池

田駅、 六甲道駅等における再開発に心JUl を注ぐ

・授賞論文が、最後の論文となった

「建築と社会」と

いう本誌の趣旨にふさわしい

社会性・環境などに配慮した有意義な

建築作品や建築にかかわる論文 - 記事

などを顕彰する。選考にあたっては、

会員の声を反映し、広く聞か

れた賞とする。

- 第6回選考委員 (50音順)

井上 豊( 財団法米日本建築総合試験所試験研

究ゼシタ 主主・日本建築協会副会長)

柏木浩一 (兵庫県立大学太学院教授j

鈴木売彦( 宗都主芸繊維大学六学院准教授 <1'建

・6 築ι 佐会r 編集委員) ・I

徳矢典子{ 安全護士七・徳矢法律事務所)

読

者

と

選

ぶ

「

建

築

と

社

会

」

由

民

夫

賞

発

表



論考部門入賞| 地方文化の源流を訪ねて- 東海道47番目

lの 宿 ・ 関 宿 - 嶋村明彦 2006五日月号掲i l ¥x

しています。町並みの保存が地域に生活する

人々の生活環境の充実と密接に結びついている

のです。

嶋村明彦

1989年千葉大学大学院( 建築学) 修了

1992年長野県木曾郡儲川村 ( 現塩尻市) 教育

委員会で奈良井宿の町並み保存担当

1995年 三重県鈴鹿郡関町( 現亀山市) 教育委

員会で関宿の町並み保存姐当

2006年 ~亀山市教育委員会まちなみ 文化財 室

室長

本論考については、日本建築協会東海支部の

特別編集委員会の皆さまが、貨重な機会を与え

てくださいました。感謝を申し上げます。

私は大学在学中より歴史的な町並みの保存に

興味を持ち、行政においてこれを担当する部局

に長年勤めております。私の願いは、古い町並

みにある伝統的な建造物が、文化財的な価値を

有しながら、そ乙にお住まいの方々の手によっ

て大切に守られていく乙とです。

伝統的な建造物の活用が関心を集める昨今で

はありますが、その実例の多くは行政による公

開施設等の整備であったり、個人や企業等の経

営的な活動であることが多いように思われま

す。 しかし、「生活の場J としての町並み保存

を進めている関宿では、ごくあたりまえに人々

が生活を嘗んでいる「住ま Lリを保存の対象と

伝統的な建造物で生活を続けていくために

は、伝統的建造物の文化財的価値をしっかりと

把握した上で、生活者の住まいへの要望を的確

に把握し、課題を解決していく乙とが必要です。

そうした意味で、建築家の参加が不可欠です。

2007年 1 月、亀山市内で活動する建築家を中

心として、地域の歴史的資産である建造物の保

存・活用に取り組む団体が発足しました。関宿

では住民の保存活動は盛んでしたが、保存を支

える技術者が組織化されたのは初めてのことで

す。

本年 4 月15日には、本市を震源とし震度 5

強を記録した地震が発生しました。幸い町並み

保存地区では大きな被害は発生しま せんでした

が、改めて伝統的建造物の耐震補強や、木造建

造物が密集する保存地区の防災について市民の

関心が高まっています。

論考部門 j 終末医療施設( 家) としての京町家復活
入員 E

築80年の家屋を、寝たきりや虚弱な老齢の

方に普通の家に住みながら医療看護介護を受

け、ここで死を迎えるまで部屋を借りていただ

けるようにしました。私どもが医療を、病院で

の検査治療が必要な時には相談にのり、ヘルパ

ーには生活全般の介護をお願L、しました。家族

は手を掛けなくてよく、ご本人とご家族に予想

以上に喜んで、もらえました。

大坪欽摘

昭和43年京都大

学医学部卒業。

以後付属病院、

官公立病院、私

立病院に勤務の

傍ら、 H百平[160年

頃、診療所開設

32 

l泉紀世史・大坪欽禰・堀口利夫 2006年 H I号拘il虫

泉 紀 世 史

防衛大学校中退。

近畿大学理工学

部建築学科卒業。

近畿建築梢造研

究所、建設専門

学校講師を経て

堀口利夫

昭和44年桃山学

院大学卒業。左

官業坊! 口工業所

に入り飯場生活

を車型 ｾｊｩ

2005年 4 月より、この施設についての計画

が始まりました。2005年11月に完成し、現在

11潜には77歳の女性が、 2 階には寝たきりの

85歳の女性が入居しています。

2007年 5 月に、この11町家を訪問しました。 l

|穏の女性は「ここに居ると、とにかく気分が良

そこで私どもの診療所の半径約500m以内に

ある持ち家を直して入居、近隣のアパートにも

い。近くに先生がおられ、全く安心です。病院 入居していただき、高齢者の方が自宅または自

の構えと遠い、家の構えだから嬉し L ミ。デイサ 宅と似た環境で最期を迎えられる手伝いを、と

ービスの職員さん も 『けなりいな - J ( 京都弁 思っています。 ( 大坪欽孤)

で羨ましいの意) と言われますJo 2階の女性 ・
は「寝たきりですが、いい気分です。このよう

な家で過ごせて幸せです」と話されています。

そう速くない昔、人は家で生まれて家で死ん

でいきました。笑際、乙の入居さ れている女性

を見ていますと、現代の病院とは一味違うこと

を実感します。対話も大きな声で、しかも言い

たいことも言われています。このような施設が

増えることは、人生の終末に夢があるように思

L悼 す。 ( 泉紀世史)

• 

私だけの建物総論では、鉄骨、 R C、S R C等

のビルで大事なのは市抱Zや構造力学であるのに

対して、木造町家建物、特に京町家にあって重

要視されるのは、やさしさと美である 。木造の

内外、どの角度から 眺めても 、そこには人が生

きていく上に必要なやすらぎが「美j として息

づいている。しかも住む人の心を癒す顔をして。

この美を醸し出すのは、見た目- 色彩はもと

より、ほ ぞ ・込みせん等仕仁lからムクリ ・破

とこわき

風 ・床! 協 ・月見|母子と情緒ある仕舞であ る。力

病気で次第に{ 本が衰え死期を迎える高齢者 学は天秤 ・やじろ兵衛 ・合掌・火打と野暮な仕

は、自宅で家族にみとられて静かに、% 、わゆ

る自然死または尊厳死" をとの希望が強いよう

です。一方、その方の希望を支える息子、息子

の嫁や娘は、死に対する不安、必要なH寺に直ぐ

に治療を受けられるかとの不安と、介諮看護の

手問、自分の仕事などの聞でしり込みすること

が多いようです。

上げは一つもない。熟練の職人技が織りなす美

術品が組み合わされた集合構造物なのだ。どこ

の何を見ても、 美が潜み伶んでいる。これはま

さに、人をやすらぎの世界ヘ誘 う美術造営物で

ある。技術と熟練と計算が交じり合わなければ

出来ない位界一難しい、世界中どこにもない美

す み か

の極地の住処である。 (堀口利夫)



. 産業技術記念館10周年記念事業

所在地ー名古屋市西区則武新町4-1-35

建築主ー トヨヲテクノミ ュージアム

産業技術記念館

設計者株式会社竹中工務底

施工者一株式会社竹中工務底

因 純 一

1993年入社

名古屋支庖設計部

・代表作品- D- Squa問、

ホテル九重増築、静岡サ

レジオ幼稚園

畑 正 俊

1958 大阪府生まれ
{;2 ・・ 1970 兵庫県生まれ

1982 大阪工業大学建築科卒業 1994 大阪大学環境工学科卒業

1982 安升建築設計事務所入社 1994 安井建築設言|事務所入社

作品大阪市花と緑と自然の情報センター 作 品 大 阪 市 花 と 緑 と 自 然 の'情報センター

六甲道駅南地区再開発事業 l 番街 六甲道駅南地区再開発事業 l 番街

岡山県立図書館 岡山県立図書館

長崎市立図書館( 建設中) 長崎市立図書館( 建設中)

館

業

念

事

記

念

日

町

己

鳩

山

間

一

軒

開

業

周

旬

産

m

繊維と自動車の二大産業の歴史を通じて、産業と

技術の変遷を見通す博物館の増築である 。

この施設は1911年設立の近代工場のコンパージ

ョンにより 1994年 に 開館しているが、今回、建

屋の増築を主に、展示内容の拡充を図った。敷地

内に保存されていた大正期のレンガ壁を外壁とし

て活用し、ノコギリ状の屋根を継ぎ目なく連続さ

せる ζ とにより、大正期以来のこの地 域の 「 場j

の印象をより強く継承させた増築計画とした。

木造柱の林立 す る近代工場を再生した 「繊維 機 械

館」と大空間の「自動車館」は、圧倒 的な迫 力の

ある「原寸大」の展示物を体験しなが ら、広大な

モノづくりの世界に触れることができる濃密な空

間である 。

なお、 2007年には19世紀末に製造さ れた蒸気機関

をドイツより移設し、模擬運転による動態展示を

開始している 。産業革命の原動力とな った 世界 的

にも貴重な産業遺産を新たなシンボルとすること

で、産業技術史博物館としての深度をより高めて

Lミる 。

2006年 3月一号掲，1ま

作品部門入賞

西谷ふれあい夢プラザ

本施設は、 地域住民から寄贈された江戸時代から

続く古L 、木造民家( 母屋 - 蔵 - 診療所) を利用-

再生し、かつ新しい建物を増築した、住民セ ンタ

ーと農業振興施設からなる複合施設である 。 この

地 域は、住民たちにより 収穫祭などの自主的活 動

が盛んであり、本施設は、その活動の中心の場と

して利 用 されている 。

この新旧 施設の中心 に、「タ イ ムギャラリー」と

11干ぶ2層 吹抜けのガラス張りの空間をつくり、施

設のシンボルとするとともに、新旧 施設が有機的

に融合することを目指した。 また、この空間は新

旧施設に対し光が入り、風が通り抜ける役割を担

っている 。

長い歴史の中で増築を繰り返してきた木造民家の

考えや表情を受け継ぎつつ今回の増築を行い、新

しくも懐かしさを感じる施設づくりを行った。

. 西谷ふれあい夢プラザ

所在地ー兵庫県宝塚市大原野字炭屋 1番の 1外

建築主ー宝塚市

設計者一安井建築言宣言十事務所

監理者一宝塚市建設部建築営繕課

施工者一中武建設工業
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小高い緑地であ った「自然の丘j を「建築の丘j

へと変換し 、全体がコミュニケーションの場とな

るような厚生施設を目指しました。120本のソメ

イヨシノをはじめとする、さまざまな樹木を有す

る屋上緑地は、学生だけでなく、多くの一般市民

にも利用されています。

太陽光発電、風力発電、コジェネレーションシス

テム、雨水利用、生ゴミ処理機など、環境国晴、の

技術を導入するサステナブルな思想、は、乙の建物

にとどまらず、その後の施設計画にも展開されて

L 、ます。

緑豊かなキャンパスに数多く残る村野藤吾作品の

素材感と均質ではないデザインを継承すること

で、新旧の建物が呼応し、自然と建築が融合する

重層的な環境を創出しました。

- 関西大学総合学生会館メディアパーク凄風館

所 在 地 大 阪 府 吹田市千里山東 3丁 目10番 1号

建築主一学校法人関西大学

設計 ・監理一株式会社竹中工務庖

施工者一株式会社竹中工務庖 2006年 8 月号街戦

作品部門入賞

県立西播磨総合リハビリ

テーションセンター

リハビリ中央病院

テクノポリスの幹線沿いは、「産業ゾーン」 とし

てのハイテクモダンデザインでほぼ統ー されてい

るが、ここは、 「医療健康福祉ゾーン J =  1生 活

の場」 として土地利用計画を転換し、「温かくて

明るく元気の出る空間づくり J 1病院らしくない

病 院」 として、「リゾート的な癒しの空間J を目

指した。

また 、1100年 の 風 格」と「エ コホスピタ) l - - J を

コンセプトに、ケミカル製品や病院特有の工業化

製品を極力排除して、時間とともに風絡を増すエ

コマテリアルの多用で、素朴な手づくり感覚を求

め 、 か つ 徹 底 し た 木 質 化 (740n1、 う ち 県 内 産

580  n1) 、屋上緑化、全 而外 断 熱 (中空煉瓦積) 、

雨水利用、コ ・ジェネ、複層ガラス、省エネ型照

明、太陽光発電等で、C O
2
削減を図 った。

- 県立西播磨総合リ ハビリテーションセンタ ー

リハビリ中央病院

所在地ー兵庫県たつの市新宮町光都1-490-22

建築主ー兵庫県

言宣言十・監理 兵庫県住宅建築局営繕課

施工者一病院棟/大林・大豊 ・上林 ・成影特別J V

研修交流棟/美樹・石川島播磨特別J V
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- 代表作品一新日本海フ

ェリー敦賀ターミナル、

関西大学秀腿館、塑ヨゼ

フ学園京都腕星高校

2006年 9 月号街戦

黒田達雄

• H郡山7年兵庫県営繕諜採用( 営繕通算28年目)

・主作品 「県立総合リハビリ中央病院JI 姫工大附属高校」

「但馬長寿の郷J I三田符雲 館高校」ほか

・受賞歴 ' 病院建築賞、公共建築賞、建設大臣賞、全建賞、

新建正1: t 、近畿建築士会ひろば11ほか



[ 論考部門]

選考委員講評

弁護士

徳矢典子

なぜ六甲道駅南地区再開発事業は10年間で完

成したか→主民の合意形成過程の検証一

阪神大震災ならずとも、 6 ha、700所帯を擁

した地区の再開発事業と問いただけでも、その

困難さが思いやられる。それを 10年で成し遂

げた上、その要因を分析、検証された本論考は、

貴重かつ示唆に富むもので、あらためて、関係

者の方々の叡智とこラ号力に敬意を表したい。今

後の都市づくりへの示唆に富む公共性、社会性

の高い論考として評価された。

地方文化の源流を訪ねてー東海道47番目の

宿・関宿一

関宿は、伝統的建造物を次世代に引き継 ぐこ

とを重視して修理事業を行い、また、周辺との

調和を重視した修景事業を行うと同時に、街並

み景観の整備にも力を入れている。これにより、

本物の 日本の伝統的な生活文化が体感できる貴

重な町づくりの実現が期待でき、環境への配慮、

社会性、公共性の点に鑑みて高く評価したい。

終末医療施設( 家) としての京町家復活

お医者さんの自宅兼診療所に近い京町家が医

療施設に変身した事例であるが、そこには人間

の尊厳を大切に思う町のお医者さんと、その思

いを理解して協力された設計者と施工者のご努

力と美意識が感じられる。町家保存とともに環

境に配慮した町家の新しい活用方法として意義

のある作品である。

[ 作品部門]

産業技術記念館10周年記念事業

1911年設立のレ ンガ造工場を増築 ・改修し

て博物館とした建物。100年の歴史が伝わる雰

囲気と素材、技、企業理念が体感できる空間と

して、社会性に優れている点を評価した。

西谷ふれあい夢プラザ

地域住民から寄贈された江戸時代の民家を、

環境を重視しながら活用しており 、「タイ ムギ

ャラリーJ と名付けた空間を設けて新施設との

融合を工夫した点を高く評価した。

関西大学総合学生会館メディアパーク凄風館

巨大に横たわる個性的な外観。屋上の植栽も

含め緑化を重視した環境への配慮が評価された。

県立西播磨総合リハビリテーションセンター

リハビリ中央病院

木の優しさ、温かさに包まれた建物であり、

そこにいるだけで、生きる意欲が湧いてくるよ

うな思いがする。それが人間の自然治癒力を高

めるとすれば、リハビリ施設としての目的にも

かない、環境への配慮、公共性、社会性を満た

す優れた作品といえる。

選考委員講評

兵庫県立大学大学院教授

相木浩一

本賞の名前につく 2 つのキーワ ード、 社会、

建築を、時間という観点で眺めてみると気にな

ることがある。社会の速い動き (正確には「社

会の、情報伝達ス ピー ドの速い動きJ なのだが)

を建築が追っかけ過ぎ、目新しい「新製品」を

多産し過ぎることである。言うまでもなく、建

築は度つくると息の長いもの。ドンと構えて、

息長く継続しながら、地道に人の幸せに貢献す

るのが本務だと思う。この観点から評価する。

「なぜ六甲道駅南地区再開発事業は10年間で

完成したか」は、阪神 ・淡路大震災で木造家屋

70%が倒壊した地区を市街地再開発事業する

という、権利調整、事業採算にかかわる作業の

報告で、 10年もの長きにわたり地道で膨大な

エネルギーを費やし、住民の幸せに立ち向かっ

ていった点である。「地方文化の源流を訪ねて

一東海道47番目の宿・関宿一」は、 20年以上

にわたる町並み保存事業の報告で、各地で同様

の試みがなされていることでメディアに取り 上

げられることも少ないが、それにもかかわらず

地道な作業を継続した点である。「終末医療施

設( 家) としての京町家復活」は、築70年の

京町家に新たな息吹を吹き込んで、終末医療施

設に改修するという報告で、この新しい試みは、

各所に同様の試みがなされたときに周辺住民と

の関係がうま くいくのかとの懸念もないわけで

はないが、人生最期のときを、病院 (医療上は

合理的、大半はここ) 、自宅( 医療困難、「情」

があって本当は誰もがここで死にた l ¥) の両利

点を兼ね備えた場所で、という新たな プログラ

ムを現実のものにした点である。

「産業技術記念館10周年記念事業」は、 10年

前に話題とな った作品 (1911 年設立レ ンガ造

工場の再生活用博物館) の増築 - 改修で、それ

ゆえ宿命的に話題性に欠けるが、それにもめげ

ず当初の建築イ メージを執拘に継続しようとし

た点である。 「西谷ふれあい夢プラザ」は、現

代建築と江戸時代木造民家群のコ ンプ レック ス

で、新旧対比を際立たせたデザイ ン ( 陸屋根ガ

ラス張りと屋根瓦和風) で、文化遺産の基本理

念「オーセ ンティシ ティ (本物であること。

新旧を明確にする) J を貫徹した点である。 「関

西大学総合学生会館メディアパーク凄風館」は、

学校建築として初のCASBEE isランク」を達成

した作品で、環境に対する地道な設計努力と、

個性的なデザイ ンを巧みに処理した点である。

「県立西播磨総合リハビリテーションセンター

リハビ‘ リ中央病院j は、「病院らしくない病院J

を目指して時間とともに風格を増す煉瓦、木、

石、 E などの素材を多用した点である。

選考委員講評

京都工芸繊維大学大学院准教授

鈴木克彦

本年度は、本貨の趣旨である「社会性 - 環境

などへの配慮」に優れた個性ある論考 ・作品が

多く見られた。

論文・記事部門では、有光氏の遺作となった

「なぜ六甲道駅南地区再開発事業は10年間で完

成したか」が、迫力ある内容であった。地権者

の合意形成カ嘆佐しいと言われる市街地再開発事

業だが、本論文は地元住民と専門家との協議の

過程をわかりやすく詳細に明らかにしている。

故人の業績を大いに賞賛したい。他の受賞論文

では、「地方文化の源流を訪ねて一東海道47番

目の宿・関宿- J が、生活の場としての街並

み形成と保存 ・修景の変遷を徽密に紹介した力

作であった。また、京町家ブームのさなか、昔

の家族関係に近い形で人生の終末を迎えられる

施設として京町家を再生したユニー クな取り組

みを紹介した「終末医療施設 (家) としての京

町家復活」も興味深い内容であった。賞の選考

にあたっては、患者さんや近隣住民の評価が実

際どうなのかという点が気がかりであったが、

この医療施設に入居している 77歳の女性と89

歳の女性( 寝たきり) の感想は、「先生が近く

にいて安心で、病院の構えと違うのでとても喜

んでいるj とのこと、また近隣住民もこのよう

な施設がも っと増えていくことを望んでいると

のことである。

一方、作品の中で特に印象深かったものが、

江戸時代から続く古い木造民家の敷地内に計画

された「西谷ふれあい夢プラザJ である。本施

設は市民の自主的活動の中心の場として活用が

期待されているが、有機的に融合した新旧施設

に触れることで市民意識が自然に育つような施

設運営を願いたい。既存スト ック を保存・活用

したという点では、 レンガ造の工場を再生活用

した「産業技術記念館10周年記念事業」も、も

のづくりの精神を駆り立てるような継続的な施

設運営に感心した。

他の受賞作品では、環境負荷への配慮という

点で評価できるものがあった。「関西大学総合

学生会館メディアパーク凄風館J は、 CASBEE

の評価でSランクを達成しており、村野藤吾氏

の手によって精築されたキャ ンパスに違和感な

く溶け込んでいる。また、「県立西播磨総合リ

ハビリテーションセンターリハビリ中央病院」

では、ヱコマテリアルを多用した病院らしくな

い手づくり感覚のデザイ ンが印象的であった。

環境にやさしいことは人にもやさしいことを再

認識させられる作品である。
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空 調 ・ 衛 生 ・ ク リ ー ン ル ー ム 設 備

( 設 計 ・施 工 )

組朝日工業社

本 社 本 庖 来 京 都 港 区 浜 松 田 T l - 25- 7 電話03 ( 3432)  5711 

大 阪 支 社 大 阪 市 淀川 区力[J烏 1- 58- 59 電話06 ( 6302)  2270  

支 庖 北 海 道 / 東 北/ 北関東/ 機浜/ 名古屋/ 中国/ 九州

電 気 ・空 調 ・ 衛 生 ・ 防 災 ・ 産 業 廃 水 設 備

設 計 施 工

. ，ヲイヲシ械式会社

本目大臣本社 〒550-0002 大阪市西区江戸堀 l丁目9番25号 泣 訴 (06)似 41.8231

東 京 本 社 〒 102-0071 東京都千代田区富士見 2 丁目 15雷10号 包 括 (03)326卜8231

支 社 名古屋 ・福岡

支 庖 札幌 ・仙古 ・新潟 ・大宮 ・千葉 ・横浜 ・金沢 ・京郡 ・神戸 ・天理 ・岡山 ・

広島 ・高松 ・熊本

営 換 所 稽広 ・函館 ・青森 ・秋田 ・盛岡 ・前 橋 長 野 静 岡 ・豊田 ・禅 ・富山 ・

福井 ・徳山 ・松山 ・高知 ・北九州 鹿児島 ・那羽

出 張 所 姐1'1 ・福島 ・川崎 ・怯 江 徳 島 下 関 長 崎 ・大分 ・宮崎

海 外 支 庖 シンガポール ・ホンコン

技術研究所 〒354-0044 崎玉県入間郡三芳町大字北永井390番 地 電 話 (0492)58- 1511

，. 印 刷 " . ポスター. カタロク. パンフレット. ・箱、年‘ 、社史.

1  姐rt 文字.111111データ処理

: ・メディア. 陣織 S Pフラン=ングコシサルテインク ITソリコーションー

we b&U' メディアコンテンツ企編制昨

のぷ［じたｾ
ミ;/. ， f  ｜、ｾ

• 
， 、 株式会社NPGーポレーシヨン

本 社 干53ι ∞43 大阪市北区天満ト9 ・19

tel: ( 06)6351- 7271 ( 代) fax: (06) 6352- 7479 

第二ピル 干53ι ∞43 大阪市北区天満 1. 11. 8

tel: (06) 6351- 0128 ( 代) fax: (06) 6351- 020日

東京支社 干105 - 0 0 0 4 東京都港区浜松町ト2. 1

光浜松町ピル7F

tel: (03) 3433- 5211 ( 代) fax: (03) 5776- 7733 

{旧社名ナニワ印刷側、 日本データネット側)

We  have hope 

O K U J U  

クオリティ& コストパフォーマンス

お12主主ム ｧｊｾロ冨包囲
メタルシステム天井

内外装創作パネルーシステム天井間仕切
本 社

大阪市北区西天満5丁目3番7号 〒530心047

TEl (06)6312-4131 FAX(06)6312-7998 

東京・九州 南九州・名古屋 上海
間金吐オクジュー

C H OY O 

人カぎいる多彩なフィ- / レドで、

新し b 、視界に挑戦しています。

電気設備設計施工

朝 陽 電 気 株 式 会 社

代表取締役 山 本 貴 士

本 社 干 5 30 ー0 00 5 大阪市北 区中之島三丁 目 2 - 4 (朝 日ピル)

T E L  0 6 ( 6 3 85 )  1  3 6 1  Ut) F AX  0 6 ( 6 3 8 5)  1  0 5 0  

地球環境を守り、 100年建築に貢献する

恥I s.‘ c 且ー のアルミ表面処理

株式会社 日 本 電 気 化 学 工 業 所

ht t p: / / nacl j p E - ma il :s c @na c l. c oj p 

本部営業部 〒560- 0036 大阪府豊中市蛍池西町2丁目 7番26号 N ACLt -ル2 階

T EL  (06) 6843- 1235 ( 代) FA X  ( 06) 6853ー1632

東京事務所 〒11 1- 0051 東京都台東区歳前2丁目 7- 2 東京NACLt - ル

T EL  ( 03) 3862- 0978  (代) FA X  (03) 3862- 7098 

デンカC S Aファミリー製品

-子二. InCSA ( 膨張性混和材 ) コンクリートのひびわれ防止に

・子二 Ｎｉ ｮ Ｎ，ｾ， ヨニ Ｎｉ Ｈ クラウト用無収縮材Ｉ 鉄骨 ベース 、逆打部の充嘆モルタルに

・子二 Ｎｉ ｮ 守 Ｓ ー宇・ ｊ Ｇｊｾ Ｈ言、 喜一 ＿＿ｔＩ コ ンク リ ー ト躯体の漏水補修に
・安二. InES(土質安定用急硬材) 地盤補強用薬注入

・安二. I nI I OOO(製品用 超高度 j昆和材 ) コンクリートパイルの早期出荷と

J 、イモメント製造用に

電 気 化 学 工 業 株 式 会 社

近 畿 地 区 販 売 庖

金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社

T E L 大阪 ( 0 6 ) 6 3 3 2 - 6 8 6 1  

T E L 東京 ( 0 3) 3 2 7 2 - 8 5 0 1  

光 洋 物 産 株 式

A

会ネ土

T E L 大阪 ( 06) 6 2 5 2 - 6 0 0 0  

浜 宗 産 業 株 式 会 社

T E L 本社 ・京都 ・京丹後 ( 0 7 7 2 ) 7 2 - 2 2 2 0  

舞 鶴 ( 0 7 7 3 ) 7 6 - 0 1 3 3  

小 浦 産 業 株 式 会 社

T E L 大阪 ( 0 6 ) 6 4 4 3 - 6 1 8 1  

東 郷 化 成 株 式 会

T E L 滋賀 ・守山 ( 0 7 7 5 ) 8 3 - 2 3 8 1  

T E L  大阪 ( 0 6 ) 6 8 7 7 - 1 5 8 1  

社
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新時代のパイオニアはいつもトステム

ス タ ン ダ ド の 、 そ の 先 へ 。

凶圃

I l  I  

次世代ビル用サッシ・プローゼ

Ecology Design Safety&Security /  Amenity Universal Design 

工コロジー デザイン セーフティ・セキュリティ アメニティ ユニバーサルデザイン

トステムピル用商晶インターネットホームページ ht t p: / / www. t ost em. co. jp/bl dg/  

トステム株式会社

ビル建材事業本 部 営業開発部 e- DES K

東京都台東区北上野 1-8-1 住友不動産上野ビル3号館 TEL:  03- 3845- 7344 

....l>u z u百E

“ 安心・安全" お届けつづけて一世紀

~シャッターの歴史は、トステム鈴木シャッターかう~

1903年創業以来、シャッター専業メーカーとして、 明治時

代の鉄板を組み合わせたシャッターから、現在のファッショナ

ブルなものまで、 H寺代の求める製品を |苅発し、多くの建築物に

ご採問いただいてまいりました。

防災の必要か ら生ま れた防火. ，妨処シャッタ一、シー トを使

用した防火 -防煙ガラスクロス製スクリーン、軽量シャッタ一、

シースルー型シャッター、工場 ・倉庫の出入り口に高速シート

シャッタ一、 |妨煙たれ壁、 豪雨・ 高潮から水の浸入を|切ぐ|坊水

板と、幅広い製品を取り焔えております。

また万一の故障- ト ラブルに対処す るために24時間 . 365日

フルタイムメンテナンスサービスを実施しております。

今 日、シャッターは災害から私たちを守るものから、より 快

適な生活空間を実現するものに変化 しつつあります。 これから

も、安心 ・安全をモットーとし、新しい技術で未来を開き、快

適生活空間の創造に努めてまいります。

トステム鈴木三J ヤ・3ヲー械式会社

トステム鈴木シャッター株式会社

本 社 東 京 都豊島区南大塚1- 1- 4 TEL03- 3944- 1111 

大 阪 支 庖 大 阪 市 旭 区 新 森 1- 7- 47 TEL06- 6956- 6221 

京都営業所 京都市南区上鳥羽北塔ノ本町12- 2 TEL075- 672- 8664 

神戸営業所 神戸市兵庫区御崎本町4- 2- 37 TEL078- 65ト5520
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